
前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

袞
中
国
史
と
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
史
の
交
差
袞

斉

藤

達

也
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前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

袞
中
国
史
と
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
史
の
交
差
袞

斉

藤

達

也

は
じ
め
に

隋
唐
時
代
以
前
に
中
国
在
住
の
イ
ン
ド
出
身
者
が
竺
姓
を
名
乗
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
︒
特
に
﹃
出
三
蔵
記
集
』・
『高

僧
伝
﹄
に
は
竺
姓
の
僧
名
が
多
く
記
録
さ
れ
て
お
り
︑
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
中
国
で
の
外
来
僧
の
活
動
を
跡
付
け
る
た
め
に
不
可
欠

の
手
掛
か
り
と
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
竺
姓
は
胡
姓
の
中
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
︑
胡
姓
に
関
す
る
代
表

的
研
究
で
あ
る
桑
原
隲
蔵
﹁
隋
唐
時
代
に
支
那
に
来
住
し
た
西
域
人
に
就
い
て
｣・
陳
連
慶
﹃
中
国
古
代
少
数
民
族
姓
氏
研
究
﹄
に

お
い
て
も
考
察
さ
れ
て
い
る(�
)︒
こ
の
二
つ
の
研
究
は
︑
取
り
上
げ
た
竺
姓
の
人
物
を
お
お
む
ね
無
条
件
に
イ
ン
ド
出
身
者
と
認
め
て

い
る
︒

と
こ
ろ
で
こ
の
数
十
年
の
間
に
様
々
な
文
献
の
人
名
索
引
や
︑
全
文
検
索
が
可
能
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

例
え
ば
︑
正
史
な
ど
の
漢
籍
で
は
﹃
二
十
四
史
人
名
索
引
﹄
や
﹇
漢
籍
電
子
文
献
﹈︵
台
湾
中
央
研
究
院
)・
[四
庫
全
書
電
子
版
﹈
が

あ
り
︑
ま
た
仏
典
で
は
﹃
出
三
蔵
記
集
﹄︵
中
華
書
局
)・
『高
僧
伝
﹄︵
中
華
書
局
︶
に
付
さ
れ
た
人
名
索
引
や
︑
仏
典
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
﹇
C
B
E
T
A
﹈
等
も
作
成
さ
れ
て
い
る
︒

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
紀
要
第
二
十
二
号

平
成
三
〇
年
三
月

三
一



こ
れ
ら
に
よ
っ
て
検
索
す
る
と
︑
過
去
に
比
べ
よ
り
多
く
の
竺
姓
の
人
物
の
記
録
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
そ
の

結
果
︑
上
記
先
行
研
究
の
問
題
と
し
て
次
の
三
点
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
︒

・
天
竺
の
国
名
の
成
立
時
期
と
竺
姓
の
人
物
の
出
自
と
の
関
係
が
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
︒

・
竺
姓
の
人
物
に
は
東
莞
郡
あ
る
い
は
莒
縣
︵
現
在
の
山
東
省
内
︶
と
関
わ
り
の
あ
る
者
が
何
人
も
い
る
が
︑
こ
れ
ら
の
人
々
と
イ
ン

ド
出
身
者
の
竺
姓
と
の
関
係
が
検
証
さ
れ
て
い
な
い
︒

・
南
朝
宋
・
梁
に
派
遣
さ
れ
た
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
︵
つ
ま
り
イ
ン
ド
で
は
な
い
︶
か
ら
の
使
者
の
中
に
は
︑
竺
姓
を
持
つ
者
が
複
数
い

る
が
︑
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
な
い
︒

本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
課
題
の
検
討
を
中
心
に
前
漢
か
ら
隋
代
ま
で
の
竺
姓
の
歴
史
を
考
察
す
る
︒
唐
代
以
降
の
︑
考
古
史
料
を
含

む
文
献
に
見
ら
れ
る
竺
姓
や
そ
れ
に
関
連
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
︑
他
の
西
域
胡
姓
と
共
に
別
の
機
会
に
詳
し
く
論
じ
た
い
︒

※

本
稿
で
引
用
す
る
中
国
正
史
の
テ
キ
ス
ト
・
頁
数
は
﹇
標
点
本
﹈
を
基
本
と
す
る
︒
そ
れ
以
外
の
引
用
史
料
の
テ
キ
ス
ト
・
頁
数
は
本
稿
文

献
目
録
所
掲
の
も
の
を
用
い
る
︒
す
べ
て
の
引
用
史
料
の
句
読
点
は
筆
者
の
判
断
に
よ
る
︒

※

注
記
の
な
い
限
り
︑
本
稿
の
引
用
文
中
の
︵

︶
内
の
字
は
︑
前
接
す
る
字
の
訂
正
字
で
あ
り
︑︿

﹀
内
の
字
は
補
入
し
た
字
で
あ
る
︒

一

前
漢
か
ら
後
漢
前
期
ま
で

竺
姓
は
胡
姓
と
し
て
は
天
竺
の
国
名
に
由
来
し
︑
イ
ン
ド
の
出
身
者
に
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
︒
と
こ
ろ
で
正
史
上
で
探

し
て
み
る
と
前
漢
時
代
に
は
烏
孫
に
派
遣
さ
れ
た
謁
者
の
竺
次
︑
後
漢
初
期
に
は
酒
泉
都
尉
の
竺
曽
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る(�
)︒

二
人

と
も
イ
ン
ド
と
の
関
係
は
記
さ
れ
て
い
な
い
︒
こ
れ
ら
の
比
較
的
古
い
時
代
の
人
物
と
イ
ン
ド
と
の
関
係
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
︒

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶

三
二



南
宋
ま
で
の
主
な
姓
氏
書
に
は
竺
姓
の
由
来
や
人
物
︑
イ
ン
ド
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る(�
)︒

竺

天
竺
國
名
︒
又
姓
︑
出
東
苑
(莞
︶︒

(蔣
斧
旧
蔵
﹃
唐
韻
﹄
残
巻
︑
第
二
四
葉
︵
入
声
︶﹇
周
祖
謨
一
九
八
三
﹈
六
八
八
頁
収
録
)

竺

本
天
竺
胡
人
︑
後
漢
入
中
國
而
A
竺
氏
︒
竺
固
(因
)漢
侍
中
︒﹇
瑯
琊
莒
縣
﹈
侍
中
西
平
侯
固
之
後
︑
代
居
瑯
琊
︒
有
竺

俊
恢
銓
覽
︑
宋
竺
夔
︑
並
云
莒
人
︒

(﹃
元
和
姓
纂
﹄
巻
一
〇
︑
一
四
四
七
頁
︶﹇
元
和
七
︵
八
一
二
︶
年
一
〇
月
]

竺

天
竺
國
名
︒
又
姓
︑
出
東
莞
︒
後
漢
疑マ
マ

陽
侯
竺
晏
︒
本
姓
竹
︑
報
怨
有
仇
︒
以
謂
(冑
)始
名
賢
︑
不
改
其
族
︑
乃
加
二
字

以
存
夷
齊
︑
而
移
於
琅
邪
莒
縣
也(�
)︒

(﹃
広
韻
﹄
入
声
巻
第
五
︑
屋
第
一
︑
四
五
七
頁
︶﹇
大
中
祥
符
一
︵
一
〇
〇
八
︶
年
]

竺
即
竹
晏
也
︒
避
仇
︑
加
二
︑
爲
竺
︒
東
晉
有
竺
恢
竺
銓
︑
南
齊
有
竺
景
秀
︒

(﹃
姓
解
﹄
巻
二
︑
六
丁
表
＝
五
七
頁
︶﹇
景
祐
二
︵
一
〇
三
五
︶
年
序
]

竺
氏

本
天
竺
胡
人
︑
後
漢
歸
中
國
而
A
竺
氏
︒
竺
固
爲
後
漢
侍
中
西
平
侯
︒
或
言
︑
後
漢
竺
晏
︑
本
姓
竹
︑
避
仇
︑
加
二
︑

此
謬
論
也
︒
宋
朝
竺
貺
︑
舉
進
士
︒

(﹃
通
志
﹄
巻
二
六
︑
氏
族
二
︑
夷
狄
之
国
︑
四
五
四
頁
上
︶﹇
紹
興
年
間
︵
一
一
三
一
袞
一
一
六
二
︶]

竺

東
莞
竺
氏
︒
後
漢
擬
陽
侯
竹
晏
之
後
︒
報
怨
有
仇
︑
以
其
仇
爲
名
士

○
案
︑
此
六
字
疑
有
誤
︑
廣
韻
作
以
謂
始
名
賢
︑
不
改

其
姓
︒
乃
加
二
字
以
存
夷
齊
︑
而
移
於
瑯
邪
莒
縣
︒
其
孫
竺
固
爲
後
漢
侍
中
︑
至
晉
竺
毅
自
莒
縣
徙
居
始
平
︒
元
和
姓
纂
曰
︑

本
天
竺
胡
人
︑
歸
中
國
爲
竺
氏
︒
誤
矣
︒

(﹃
古
今
姓
氏
書
辨
證
﹄
巻
三
五
︑
四
八
九
袞
四
九
〇
頁
︶﹇
紹
興
四
︵
一
一
三
四
︶
年
成
書
︑
乾
道
四
︵
一
一
六
八
︶
年
刊
]

竺
諫
朝
⁝
竺
氏
本
天
竺
國
人
也
︒
来
歸
於
漢
而
A
竺
氏
︒
天
竺
即
身
毒
也
︒
亦
謂
之
捐
毒
︒
漢
有
竺
次
者
︑
即
其
人
焉
︒
補
曰
︑

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶

三
三



廣
韻
︑
後
漢
竺
晏
︑
本
姓
竹
︑
报
怨
有
仇
︒
以
冑
始
名
賢
︑
不
改
其
族
︑
乃
加
二
字
︑
以
存
夷
斉
︒
竹
本
姜
姓
︒
封
為
孤
竹
君
︒

至
伯
夷
叔
斉
之
後
︑
以
竹
為
氏
︒
後
漢
有
竺
曽
︒
後
漢
︿
書
﹀
竇
融
傳
︑
酒
泉
太
守
竺
曽
︒

(﹃
姓
氏
急
就
篇
﹄
卷
下
︑﹃
玉
海
﹄
附
︑
巻
二
〇
四
所
収
︑
第
七
九
冊
︑
一
一
裏
袞
一
二
表
︶﹇
編
者
王
應
麟
：
一
二
二
三
袞
一
二
九
六
年
]

こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
る
と
︑
竺
姓
は
天
竺
出
身
者
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
一
方
︑
東
莞
郡
あ
る
い
は
莒
縣
が
本
貫
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
︒
し
か
し
東
莞
竺
氏
の
由
来
と
イ
ン
ド
系
帰
化
人
と
の
関
係
は
︑
認
め
る
も
の
︵﹃
通
志
﹄︶
や
否
定
す
る
も
の

︵﹃
古
今
姓
氏
書
辨
證
﹄︶
な
ど
あ
り
︑
記
述
が
一
定
し
な
い
︒
こ
こ
で
問
題
な
の
は
︑
ど
れ
も
天
竺
の
国
名
の
成
立
年
代
と
の
兼
ね
合

い
を
考
慮
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
比
較
的
古
い
時
代
の
竺
姓
の
人
物
が
イ
ン
ド
出
身
者
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る

に
は
︑
前
提
と
し
て
語
源
の
天
竺
の
国
名
が
い
つ
成
立
し
た
か
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
︒

[漢
籍
電
子
文
献
]・
[四
庫
全
書
電
子
版
﹈
で
調
べ
る
限
り
︑
前
漢
ま
で
の
文
献
に
天
竺
の
名
は
見
ら
れ
な
い(�
)︒
前
漢
か
ら
後
漢

初
め
に
は
イ
ン
ド
は
身
毒
の
名
で
知
ら
れ
た
が
︑
天
竺
の
名
は
ま
だ
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
見
て
よ
い
︒
そ
の
た
め
こ
の
段
階
で

は
竺
姓
は
天
竺
出
身
者
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
︒
し
た
が
っ
て
前
記
の
竺
次
や
竺
曽
を
含
め
︑
こ
の
時
代
の
竺
姓
の
人

物
は
イ
ン
ド
出
身
者
で
は
な
い
︒
他
に
も
外
国
出
身
の
証
拠
が
な
い
以
上
︑
当
時
の
竺
姓
は
漢
姓
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
︒

そ
の
他
上
記
の
姓
氏
書
の
言
及
す
る
竺
晏
・
竺
固
︵
因
・
囙
)・
竺
俊
・
竺
銓
︵
詮
)・
竺
覽
は
︑﹃
二
十
四
史
人
名
索
引
﹄︵
新
旧
唐

書
ま
で
)・
漢
籍
電
子
文
献
資
料
庫
で
検
索
し
て
も
︑
名
が
見
つ
か
ら
ず
正
史
に
は
載
っ
て
い
な
い
︒
そ
れ
以
外
の
︑
西
晋
以
降
の

人
物
に
つ
い
て
は
後
に
考
察
す
る
︒

二

後
漢
後
期
か
ら
西
晋
時
代
の
天
竺
出
身
者

中
国
で
イ
ン
ド
を
表
す
国
名
と
し
て
の
天
竺
の
語
は
後
漢
時
代
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た(�
)︒
天
竺
の
原
語
は
未
確
定
の
た
め
こ

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶

三
四



こ
で
は
論
じ
な
い
︒
天
竺
の
名
を
記
す
現
存
最
古
の
文
献
は
後
漢
の
支
婁
迦
讖
訳
﹃
道
行
般
若
経
﹄︵
西
暦
一
七
九
年
訳
︶
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
︒
そ
の
巻
四
に
は
次
の
よ
う
に
天
竺
の
名
が
九
個
所
出
て
く
る
︒

佛
語
舍
利
弗
︑
⁝
如
是
︑
舍
利
弗
︑
怛
薩
阿
竭
去
後
︑
是
般
若
波
羅
蜜
當
在
南
天
竺
︒
其
有
學
已
︑
從
南
天
竺
當
轉
至
西
天
竺
︒

其
有
學
已
︑
當
從
西
天
竺
轉
至
到
北
天
竺
︒
⁝
舍
利
弗
問
佛
︑
最
後
世
時
︑
是
般
若
波
羅
蜜
當
到
北
天
竺
耶
︒
佛
言
︑
當
到
北

天
竺
︒
⁝
舍
利
弗
言
︑
北
天
竺
當
有
幾
所
菩
薩
摩
訶
薩
學
般
若
波
羅
蜜
者
︒
佛
語
舍
利
弗
︑
北
天
竺
亦
甚
多
菩
薩
摩
訶
薩
︑
少

有
學
般
若
波
羅
蜜
者(�
)︒

(﹃
道
行
般
若
経
﹄
巻
四
︑﹇
大
正
蔵
﹈
八
︑
四
四
六
頁
上
二
五
行
袞
中
一
二
行
)

こ
れ
に
よ
り
二
世
紀
後
半
に
は
﹁
天
竺
﹂
の
語
が
普
及
し
て
い
た
の
は
確
実
で
あ
る
︒

一
方
﹁
天
竺
﹂
の
名
を
伝
え
る
最
も
古
い
現
存
史
書
︵
断
片
も
含
む
︶
は
魚
豢
﹃
魏
略
﹄
西
戎
伝
︵﹃
三
国
志
﹄
巻
三
〇
所
引
︶
で
あ

る
︵
二
八
〇
年
頃
成
立(�
)︶︒
さ
ら
に
成
立
は
遅
れ
る
が
﹃
後
漢
紀
』・
『後
漢
書
﹄
西
域
伝
に
も
天
竺
の
国
名
が
見
ら
れ
る
︒
こ
の
二
書

に
よ
る
と
︑
後
漢
時
代
の
西
域
諸
国
の
国
情
に
つ
い
て
︑

和
帝
永
元
中
︑
西
域
都
護
班
超
遣
掾
甘
英
臨
大
海
而
還
︑
具
言
蔥
嶺
西
諸
國
地
形
風
俗
︑
而
班
勇
亦
見
記
其
事
︑
或
與
前
史
異
︑

然
近
以
審
矣
︒

(﹃
後
漢
紀
﹄
卷
一
五
孝
殤
皇
帝
紀
︑
延
平
元
年
冬
の
条
︑
四
二
九
頁
)︒

班
固
記
諸
國
風
土
人
俗
︑
皆
已
詳
備
前
書
︒
今
撰
建
武
以
後
其
事
異
於
先
者
︑
以
爲
西
域
傳
︑
皆
安
帝
末
︑
班
勇
所
記
云
︒

︵﹃
後
漢
書
﹄
巻
八
八
西
域
伝
︑
二
九
一
二
袞
二
九
一
三
頁
)

と
あ
る
よ
う
に
︑
そ
の
情
報
は
後
漢
の
班
勇
の
記
録
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
︒
ま
た
﹃
後
漢
書
﹄
西
域
伝
に
は
編
者
の
范
瞱
の
論
が
載

っ
て
お
り
︑

論
曰
⁝
至
於
佛
道
神
化
︑
興
自
身
毒
︑
而
二
漢
方
志
莫
有
A
焉
︒
張
騫
但
著
地
多
暑
溼
︑
乘
象
而
戰
︑
班
勇
雖
列
其
奉
浮
圖
︑

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶

三
五



不
殺
伐
︑
而
精
文
善
法
導
達
之
功
︑
靡
所
傳
述
︒

(﹃
後
漢
書
﹄
八
八
西
域
伝
︑
二
九
三
一
袞
二
九
三
二
頁
)

と
書
か
れ
て
い
る
︒
こ
れ
を
信
用
す
れ
ば
︑
仏
教
が
尊
崇
さ
れ
て
い
る
と
い
う
イ
ン
ド
に
つ
い
て
の
記
述
を
班
勇
が
残
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
︒
天
竺
の
名
も
そ
れ
に
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
︒

班
勇
は
後
漢
に
よ
り
西
域
諸
国
を
服
属
さ
せ
る
た
め
に
当
地
に
派
遣
さ
れ
て
︑
西
暦
一
二
三
袞
一
二
七
年
の
間
に
活
動
し
た
︒
そ

の
た
め
班
勇
自
身
の
西
域
に
関
す
る
見
聞
の
年
代
的
下
限
は
一
二
七
年
で
あ
る(�
)︒
し
か
し
班
勇
の
活
動
時
期
は
短
か
っ
た
︒
一
方
︑

そ
の
父
の
班
超
は
七
三
袞
一
〇
二
年
の
間
西
域
で
長
く
活
動
し
て
お
り
︑
九
七
年
に
は
そ
の
部
下
の
甘
英
が
パ
ミ
ー
ル
高
原
以
西
に

派
遣
さ
れ
条
支
国
ま
で
至
っ
た
︒
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
班
勇
の
記
録
は
本
人
の
見
聞
の
み
で
は
な
く
︑
一
世
紀
末
前
後
の
班
超
と

甘
英
の
見
聞
も
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う(
)︒
そ
の
た
め
班
勇
の
記
録
に
天
竺
の
国
名
も
記
録
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
考
え
に
入
れ
る

10

と
︑
天
竺
の
名
は
︑
成
立
時
期
と
し
て
想
定
可
能
な
上
限
が
一
世
紀
末
前
後
で
︑
中
国
内
地
に
伝
え
ら
れ
普
及
し
た
の
が
班
勇
の
帰

還
後
で
一
三
〇
年
代
か
ら
後
で
あ
ろ
う
︒

『後
漢
紀
』・
『後
漢
書
﹄
に
は
︑
そ
の
後
延
熹
二
︵
一
五
九
︶
年
・
同
四
年
に
天
竺
国
が
朝
貢
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る(
)︒
そ

11

の
た
め
遅
く
と
も
︑
こ
の
頃
に
は
天
竺
の
名
が
広
く
知
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
︒
こ
の
二
書
の
主
な
原
史
料
で
あ
り
後
漢
時
代
に

編
纂
さ
れ
た
﹃
東
観
漢
紀
﹄
は
現
在
佚
文
の
み
残
っ
て
い
る
が
︑
そ
の
中
に
は
天
竺
の
名
は
見
ら
れ
な
い
︒
し
か
し
前
記
二
書
の
記

述
を
も
と
に
考
え
れ
ば
︑﹃
東
観
漢
紀
﹄
の
原
本
に
天
竺
の
名
が
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
︒

イ
ン
ド
出
身
者
の
竺
姓
の
出
現
は
天
竺
の
国
名
の
一
字
に
よ
る
以
上
︑
こ
の
国
名
の
普
及
よ
り
遅
れ
る
は
ず
で
あ
る
︒
そ
の
普
及

が
一
三
〇
年
代
か
ら
後
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
︑
イ
ン
ド
出
身
者
の
竺
姓
の
成
立
時
期
の
上
限
は
二
世
紀
中
頃
で
あ
る
と
推
測

さ
れ
る
︒

正
史
の
人
名
索
引
に
よ
る
と
後
漢
後
期
か
ら
三
国
時
代
に
か
け
て
竺
姓
の
人
物
は
︑
上
記
の
姓
氏
書
に
言
及
さ
れ
た
者
も
含
め

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶

三
六



﹃
後
漢
書
』・
『三
国
志
﹄
に
見
ら
れ
な
い
︒
一
方
仏
典
の
索
引
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
に
基
づ
く
と
︑
現
存
の
史
料
中
︑
胡
姓
と

し
て
の
竺
姓
を
付
け
て
記
さ
れ
る
最
古
の
人
物
は
︑︵
竺
︶
攝
摩
騰
・
竺
法
蘭
で
あ
る
︒
二
人
は
中
天
竺
出
身
で
後
漢
明
帝
の
時
代

︵
五
七
袞
七
五
年
︶
に
中
国
に
来
た
と
伝
え
ら
れ
る(
)︒

し
か
し
先
行
研
究
に
よ
り
二
人
は
架
空
の
人
物
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る(
)︒

そ
の

12

13

た
め
胡
姓
と
し
て
の
竺
姓
を
確
か
に
持
っ
て
い
た
人
物
と
は
認
め
が
た
い
︒
こ
れ
は
︑
先
述
の
イ
ン
ド
出
身
者
の
竺
姓
の
成
立
時
期

の
上
限
か
ら
も
同
様
に
言
え
る
︒

後
漢
時
代
の
実
在
の
人
物
と
し
て
は
後
漢
の
竺
朔
仏
︵
ま
た
は
仏
朔
︶
が
知
ら
れ
る
︒﹃
出
三
蔵
記
集
﹄
に
は
次
の
よ
う
な
伝
記
が

あ
る
︒沙

門
竺
朔
佛
者
︑
天
竺
人
也
︒
漢
桓
帝
時
︑
亦
齎
道
行
經
來
適
洛
陽
︑
即
轉
胡
為
漢
︒
⁝
朔
又
以
靈
帝
光
和
二
年
︑
於
洛
陽
譯

出
般
舟
三
昧
經
︒

(﹃
出
三
蔵
記
集
﹄
巻
一
三
︑
支
讖
伝
第
二
附
︑
竺
朔
仏
伝
︑
五
一
一
頁
)

こ
れ
に
よ
り
竺
朔
佛
は
桓
帝
・
霊
帝
の
時
代
︵
一
四
六
袞
一
八
九
年
︶
に
洛
陽
で
訳
経
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
竺
朔
佛
の

こ
の
類
似
の
伝
記
が
﹃
高
僧
伝
﹄
巻
一
の
支
楼
迦
讖
伝
の
附
伝
と
し
て
存
在
す
る
︒
そ
こ
で
は
名
が
竺
仏
朔
と
な
っ
て
い
る
が
︑
竺

姓
が
付
け
ら
れ
て
い
る
の
は
﹃
出
三
蔵
記
集
﹄
と
同
じ
で
あ
る
︒
他
に
竺
朔
佛
の
名
を
伝
え
る
経
記
・
経
序
等
は
複
数
あ
る
が
︑
作

者
・
作
成
年
代
が
明
ら
か
な
の
は
あ
ま
り
な
い
︒
作
者
が
明
ら
か
な
比
較
的
古
い
記
録
と
し
て
は
︑
釈
道
安
の
﹁
道
行
經
序
第
一
﹂

の
﹁
⁝
桓
靈
之
世
朔
佛
齎
詣
京
師
︒
譯
為
漢
文
︒﹂
⁝
︵﹃
出
三
蔵
記
集
﹄
巻
七
︑
二
六
三
頁
︶
と
い
う
一
節
が
あ
る
︒
し
か
し
こ
こ
で

は
竺
姓
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
︒
こ
の
よ
う
に
釈
道
安
の
記
録
で
も
生
前
に
竺
姓
を
称
し
て
い
た
か
不
確
か
で
あ
る
︒
つ
ま
り
﹃
出

三
蔵
記
集
﹄
や
﹃
高
僧
伝
﹄
等
︑
作
成
年
代
の
確
か
な
現
存
文
献
に
よ
る
か
ぎ
り
︑
竺
姓
が
付
け
ら
れ
た
竺
朔
佛
の
名
は
︑
当
人
の

活
動
時
期
の
数
百
年
後
に
な
ら
な
い
と
出
て
こ
な
い
の
で
あ
る
︒
先
述
の
イ
ン
ド
出
身
者
の
竺
姓
の
成
立
時
期
の
上
限
を
考
え
合
わ

せ
て
も
︑
こ
の
人
物
自
身
が
生
前
竺
姓
を
名
乗
っ
て
い
た
か
ど
う
か
断
定
で
き
な
い
︒

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶

三
七



次
の
三
国
時
代
に
な
る
と
︑
竺
姓
の
天
竺
出
身
者
に
つ
い
て
比
較
的
信
頼
で
き
る
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
︒
仏
典
の
翻
訳
者
の
竺

将
炎
の
名
が
次
の
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
︒

⁝
始
者
維
祇
難
出
自
天
竺
︑
以
黃
武
三
年
來
適
武
昌
︒
僕
從
受
此
五
百
偈
本
︑
請
其
同
道
竺
將
炎
為
譯
︒
將
炎
雖
善
天
竺
語
︑

未
備
曉
漢
︒
其
所
傳
言
或
得
胡
語
︑
或
以
義
出
音
︑
近
於
質
直
︒
⁝

(﹃
出
三
蔵
記
集
﹄
巻
七
︑﹁
法
句
経
序
﹂
第
十
三
﹇
未
詳
作
者
﹈︑
二
七
三
頁
)

竺
将
炎
は
︑
天
竺
か
ら
中
国
に
来
た
維
祇
難
に
同
行
し
﹁
天
竺
語
﹂
に
習
熟
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
イ
ン
ド
人
で
あ
る
︒
こ
の
序

は
︑
引
用
し
て
い
る
﹃
出
三
蔵
記
集
﹄
で
は
作
者
未
詳
と
さ
れ
て
い
る
が
︑
黄
武
三
︵
二
二
四
︶
年
頃
の
﹃
法
句
経
﹄
漢
訳
の
経
緯

か
ら
見
て
︑
文
中
で
﹁
僕
﹂
と
自
称
し
て
い
る
序
の
作
者
は
支
謙
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る(
)︒
支
謙
の
活
動
時
期
は
二
世
紀
末
か

14

ら
三
世
紀
中
頃
に
か
け
て
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
こ
の
序
は
黄
武
三
年
以
降
︑
三
世
紀
中
頃
に
か
け
て
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
︒
こ
れ
に
よ
り
同
世
紀
中
頃
ま
で
に
は
天
竺
出
身
者
の
竺
姓
が
確
立
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
︒

天
竺
出
身
者
の
竺
姓
を
付
け
て
い
た
確
実
な
事
例
は
さ
ら
に
後
の
竺
叔
蘭
ま
で
下
る
︒
そ
の
名
を
記
す
記
録
で
作
者
が
確
実
な
も

の
の
内
︑
最
も
古
い
の
は
下
記
の
記
録
で
あ
る
︒

⁝
至
大
晉
之
初
︑
有
沙
門
支
法
護
白
衣
竺
叔
蘭
︑
並
更
譯
此
經
︒
⁝

(﹃
出
三
蔵
記
集
﹄
巻
七
︑﹁
合
首
楞
嚴
經
記
﹂
第
十
﹇
支

度
﹈︑
二
七
〇
頁
)

慜

『出
三
蔵
記
集
﹄
巻
一
三
・
『高
僧
伝
﹄
巻
四
︵
朱
士
行
伝
附
︶
の
伝
記
に
よ
れ
ば
竺
叔
蘭
は
イ
ン
ド
人
を
先
祖
と
し
︑
父
が
中
国
に

や
っ
て
来
て
の
ち
生
ま
れ
た
人
物
で
︑
三
世
紀
末
か
ら
四
世
紀
初
め
に
か
け
て
訳
経
活
動
を
し
た(
)︒

引
用
の
経
記
を
書
い
た
支

度

15

慜

も
ほ
ぼ
同
じ
頃
︑
西
晋
恵
帝
の
時
代
か
ら
東
晋
成
帝
の
時
代
に
か
け
て
︵
三
世
紀
末
～
四
世
紀
前
半
︶
に
活
動
し
た
僧
で
あ
る
の
で(
)︑
16

こ
の
記
録
も
そ
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
し
た
が
っ
て
竺
姓
を
付
け
た
竺
叔
蘭
の
名
は
三
世
紀
末
～
四
世
紀
前
半
の
頃
︑
生

前
か
ら
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
︒

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶

三
八



『高
僧
伝
﹄
に
は
︑
竺
法
汰
︵
巻
五
)・
竺
道
壹
︵
巻
五
)・
竺
道
生
︵
巻
七
︶
等
︑
明
ら
か
に
漢
人
で
あ
っ
て
し
か
も
竺
姓
を
称
し

た
仏
教
僧
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
場
合
は
漢
姓
の
本
姓
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
︒
ま
た
漢
人
僧
が
竺
姓
を
称
し

た
理
由
に
つ
い
て
も
︑
天
竺
出
身
者
を
師
匠
と
し
た
た
め
で
あ
っ
て
疑
問
な
点
は
あ
ま
り
な
い(
)︒

そ
の
た
め
こ
れ
ら
の
竺
姓
の
漢
人

17

僧
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
こ
と
に
す
る
︒

三

西
晋
か
ら
南
北
朝
時
代

『二
十
四
史
人
名
索
引
﹄︵
上
)・
漢
籍
電
子
文
献
資
料
庫
で
検
索
す
る
と
︑
西
晋
か
ら
南
北
朝
時
代
の
諸
王
朝
の
正
史
に
載
る
竺

姓
の
人
名
は
︑
外
国
出
身
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
と
後
掲
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
︒

前
記
の
竺
夔
は
﹃
宋
書
﹄
卷
九
〇
︑
索
虜
伝
附
﹁
竺
夔
字
祖
季
︑
東
莞
人
也
︒
官
至
金
紫
光
祿
大
夫
︒﹂︵
二
三
二
七
頁
︶
と
あ
る
︒

そ
し
て
そ
の
子
が
竺
超
民
︑
さ
ら
に
そ
の
孫
が
竺
微
で
あ
り
︑
こ
れ
ら
が
同
一
家
系
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
ま
た
出
身
の
﹁
東

莞
﹂
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
と
し
て
東
莞
太
守
の
竺
珍
や
︑
蕭
道
成
の
属
吏
で
あ
っ
た
竺
景
秀
が
い
る
︒

竺
夔
の
出
身
の
﹁
東
莞
﹂
は
郡
名
で
あ
る
︒﹃
元
和
姓
纂
﹄
で
本
貫
と
さ
れ
た
莒
県
は
︑
晋
太
康
一
〇
年
に
城
陽
郡
か
ら
東
莞
郡

へ
移
さ
れ
︑
ま
た
北
魏
で
も
同
郡
に
所
属
し
た(
)︒
こ
の
た
め
出
身
地
と
し
て
記
さ
れ
た
両
書
の
莒
県
と
東
莞
は
同
じ
本
貫
を
指
し
矛

18

盾
は
な
い
︒
他
に
﹃
元
和
姓
纂
﹄
で
莒
県
出
身
と
さ
れ
た
竺
恢
は
﹃
晋
書
﹄
卷
五
孝
愍
帝
紀
︑
建
興
四
︵
三
一
六
︶
年
︵
一
三
〇
頁
︶

に
始
平
太
守
︑
そ
の
ほ
か
西
平
太
守
と
し
て
名
が
現
れ
る
︒
竺
恢
・
竺
夔
・
竺
珍
は
高
位
の
官
人
で
あ
っ
た
︒
ま
た
本
貫
不
明
な
が

ら
竺
姓
の
官
吏
が
西
晋
か
ら
宋
に
か
け
て
何
人
も
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
︒
西
晋
か
ら
南
朝
宋
に
か
け
て
の
時
代
に
お
い
て
高

官
の
地
位
に
つ
く
に
は
︑
出
身
家
族
が
社
会
の
上
層
に
属
し
︑
漢
人
文
化
の
高
度
な
素
養
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
︒
し
か
し

当
時
の
天
竺
出
身
の
一
族
が
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
と
は
思
え
ず
︑
官
人
を
輩
出
し
た
と
は
考
え
に
く
い
︒
ま
た
前
漢
・
後
漢

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶

三
九



前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶

四
〇

名前 出典（書名・巻数 /標点本頁）・出身・身分・役職

竺 晋書 5/130（晋建興 4年）始平太守・60/1652（晋）西平太守・89/
2308（晋）新平太守・102/2659 新平太守

竺 宋書 95/2327（宋景平元年 4月）「 以固守功、進號前將軍、封建陵
縣男、食邑四百戶。 字祖季、東莞人也。官至金紫光祿大夫。」・
25/732 義熙 6年・43/1342（宋景平元年）青州刺史・68/1807 青州
刺史・95/2325（宋景平元年）青州刺史・95/2326
魏書 29/704（宋）青州刺史・38/866（宋）青州刺史・97/2135（宋）青
州刺史
北史 20/749（宋）青州刺史

竺景秀 南史 47/1168（宋）東莞（出身）

竺 魏書 63/1413（北魏の西 州人？）、北 42/1541（北魏の西 州人？）

竺謙之 晋書 99/2591 輔国将軍

竺爽 晋書 89/2308（晋）扶風太守

竺宗之 宋書 81/2074（宋元嘉 27 年）府司馬・95/2325（宋景平元年）殿中將
軍

竺超之 宋書 83/2115（宋）員外散騎侍郎・83/2118・84/2158 員外散騎侍郎

竺超民
（竺 超・
竺超人も
含む）

宋書 46/1399（宋）丞相司馬・59/1606（宋）司馬・66/1737（劉義宣の）
司馬・68/1800 司馬・68/1806・68/1807 青州刺史竺 の子・74/
1915（劉義宣の）腹心將佐・76/1970・81/2074、
斉書 41/728 司馬
南史 13/377・13/378・16/463・18/516（劉義宣の）腹心將佐・30/784
（劉義宣の）司馬・32/832（宋）丞相司馬・32/836 司馬
魏書 97/2143（宋）荊州司馬

竺珍 晋書 105/2741（晋）東莞太守

竺道 晋書 36/1077

竺曇林 宋書 31/919（東晋）襄陽道人

竺曽度 宋書 29/835（宋泰始 5年）南臺侍御史

竺微 斉書 41/728「後超民孫微冬月遭母喪、居貧」
南史 32/836 超人孫微

竺法師 晋書 75/1969

表 正史に見える両晋・南北朝時代の竺姓の人物（明らかな外国出身者を除く）



前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶

四
一

竺法瑤 宋書 75/1954 沙門
南史 21/537 沙門

竺瑤 晋書 8/210 寧朔將軍・8/213 桓温の部将・74/1942 江夏相・98/2577
督護・113/2897 晉益州刺史
宋書 31/910 晉益州刺史
魏書 96/2101（桓温の）督護・96/2102（桓温の）督護

竺龍 晋書 106/2767（京兆人？）

竺霊秀 宋書 5/79（宋） 州刺史・46/1392（東晋）寧遠將軍・50/1449・95/
2331 宋元嘉 7年 州刺史・100/2456
南斉書 1/2（宋） 州刺史
南史 25/673（東晋）寧遠將軍・25/675（宋） 州刺史
魏書 4上 /74（宋） 州刺史・4上 /77（宋） 州刺史・29/705（宋）
州刺史・30/711（宋） 州刺史・37/856・97/2136（宋） 州刺史

竺霊真 南史 25/675 宋元嘉 7年

竺朗之 晋書 84/2189 劉牢之の参軍・99/2592 高平相、竺謙之の従兄

竺和之 魏書 29/703 東晋の司馬

凡例　出身・身分・役職は引用個所による。「　」内は当該個所からの引用。（　）内は筆
者の注記。



前
期
か
ら
竺
姓
は
存
在
し
︑
当
時
は
漢
人
の
姓
氏
で
あ
っ
た
︵
本
稿
第
一
節
参
照
︶︒
こ
れ
ら
を
考
え
る
と
竺
恢
と
竺
夔
の
一
族
︑
つ

ま
り
莒
縣
あ
る
い
は
東
莞
を
本
貫
と
す
る
竺
姓
の
一
族
は
漢
人
で
あ
り
︑
天
竺
と
の
関
係
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒

南
北
朝
時
代
の
考
古
史
料
と
し
て
は
墓
誌
が
数
多
く
知
ら
れ
て
い
る
が
︑﹇
王
・
馬
二
〇
〇
八
]・
[梶
山
二
〇
一
三
﹈
に
よ
る
と

こ
の
時
代
の
竺
姓
の
人
物
の
墓
誌
は
知
ら
れ
て
い
な
い
︒

四

イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
竺
姓
の
使
者

『宋
書
』・
『梁
書
﹄
な
ど
に
は
︑
南
朝
宋
・
梁
に
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
竺
姓
の
使
者
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
録
さ

れ
て
い
る
︒
こ
こ
か
ら
は
こ
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
︒
関
連
史
料
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

世
祖
孝
建
二
年
︑
斤
陁
利
國
王
釋
婆
羅
那
隣
陁
遣
長
史
竺
留
陁
及
多
獻
金
銀
寶
器
︒

(﹃
宋
書
﹄
卷
九
七
︑
夷
蛮
伝
︑
斤
陁
利
国
の
条
︑
二
三
八
六
頁
)

宋
起
居
注
曰
︑
孝
建
二
年
八
月
二
日
︑
斤
陀
利
國
王
釋
陀
羅
降
陀
遣
長
史
竹
留
陀
及
多
奉
表
獻
方
物
︒

(﹃
太
平
御
覧
﹄
卷
七
八
七
︑
四
夷
部
八
︑
斤
陁
利
国
の
条
︑
三
四
八
八
頁
)

天
竺
迦
毗
黎
國
︑
元
嘉
五
年
︑
國
王
月
愛
遣
使
奉
表
曰
︑﹁
⁝
臣
之
所
住
︑
名
迦
毗
河
︑
東
際
于
海
︑
其
城
四
邊
︑
悉
紫
紺
石
︑

首
羅
天
護
︑
令
國
安
隱
︒
國
王
相
承
︑
未
嘗
斷
絕
︑
國
中
人
民
︑
率
皆
修
善
︑
諸
國
來
集
︑
共
遵
道
法
︑
諸
寺
舍
子
︑
皆
七
寶

形
像
︑
眾
妙
供
具
︑
如
先
王
法
︒
臣
自
修
檢
︑
不
犯
道
禁
︒
臣
名
月
愛
︑
棄
世
王
種
︒
⁝
使
主
父
名
天
魔
悉
達
︑
使
主
名
尼
陁

達
︒
此
人
由
來
良
善
忠
信
︑
是
故
今
遣
奉
使
表
誠
︒
⁝
﹂
⁝
太
宗
泰
始
二
年
︑
又
遣
使
貢
獻
︑
以
其
使
主
竺
扶
大
︑
竺
阿
彌
並

爲
建
威
將
軍
︒

(﹃
宋
書
﹄
卷
九
七
︑
夷
蛮
伝
︑
天
竺
迦
毗
黎
国
の
条
︑
二
三
八
四
袞
二
三
八
六
頁
)

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶

四
二



宋
起
居
注
曰
︑
孝
建
二
年
七
月
二
十
日
︑
盤
盤
國
王
遣
長
史
竺
伽
藍
婆
奉
獻
金
銀
琉
璃
諸
香
藥
等
物
︒

(﹃
太
平
御
覧
﹄
卷
七
八
七
︑
四
夷
部
八
︑
盤
盤
国
の
条
︑
三
四
八
七
頁
)

媻
皇
國
⁝
世
祖
孝
建
三
年
︑
又
遣
長
史
竺
那
媻
智
奉
表
獻
方
物
︒
以
那
媻
智
爲
振
威
將
軍
︒
大
明
三
年
︑
獻
赤
白
鸚
鵡
︒
大
明

八
年
︑
太
宗
泰
始
二
年
︑
又
遣
使
貢
獻
︒
太
宗
以
其
長
史
竺
須
羅
達
︑
前
長
史
振
威
將
軍
竺
那
媻
智
並
爲
龍
驤
將
軍
︒

(﹃
宋
書
﹄
卷
九
七
︑
夷
蛮
伝
︑
媻
皇
国
の
条
︑
二
三
八
三
頁
)

中
天
竺
國
︑
在
大
月
支
東
南
數
千
里
︑
地
方
三
萬
里
︑
一
名
身
毒
︒
⁝
天
監
初
︑
其
王
屈
多
遣
長
史
竺
羅
達
奉
表
曰
︑
伏
聞
彼

國
據
江
傍
海
︑
山
川
周
固
⁝
使
人
竺
達
多
由
來
忠
信
︑
是
故
今
遣
︒
⁝

(﹃
梁
書
﹄
卷
五
四
︑
諸
夷
伝
︑
中
天
竺
国
の
条
︑
七
九
七
袞
七
九
九
頁
)

扶
南
國
⁝
晉
武
帝
太
康
中
︑
尋
始
遣
使
貢
獻
︒
穆
帝
升
平
元
年
︑
王
竺
旃
檀
奉
表
獻
馴
象
︒
詔
曰
﹁
此
物
勞
費
不
少
︑
駐
令
勿

送
︒﹂
其
後
王
憍
陳
如
︑
本
天
竺
婆
羅
門
也
︒
有
神
語
曰
﹁
應
王
扶
南
﹂︑
憍
陳
如
心
悅
︒
南
至
盤
盤
︑
扶
南
人
聞
之
︑
舉
國
欣

戴
︑
迎
而
立
焉
︒
復
改
制
度
︑
用
天
竺
法
︒
憍
陳
如
死
︑
後
王
持
梨
陁
跋
摩
︑
宋
文
帝
世
奉
表
獻
方
物
︒
齊
永
明
中
︑
王
闍
邪

跋
摩
遣
使
貢
獻
︒
⁝
﹇
天
監
]十
六
年
︑
遣
使
竺
當
抱
老
奉
表
貢
獻
︒(﹃

梁
書
﹄
卷
五
四
諸
夷
伝
︑
扶
南
国
の
条
︑
七
八
七
袞
七
九
〇
頁
)

前
記
諸
国
の
内
︑
斤
陁
利
国
の
所
在
は
確
定
し
て
い
な
い
が
︑
先
行
研
究
に
よ
る
と
ス
マ
ト
ラ
島
か
︑
マ
レ
ー
半
島
を
含
む
マ
ラ

ッ
カ
海
峡
周
辺
と
比
定
さ
れ
て
い
る(
)︒
天
竺
迦
毗
黎
国
は
元
嘉
五
年
の
上
表
文
で
は
︑
国
は
﹁
迦
毗
﹂
河
の
ほ
と
り
に
あ
り
︑
東
辺

19

が
海
に
面
す
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
︑
イ
ン
ド
東
南
部
の
臨
海
地
域
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い(
)︒

媻
皇
国
も
諸
説
あ
る
が
︑
マ
ラ

20

ッ
カ
海
峡
周
辺
か
ス
マ
ト
ラ
島
に
位
置
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る(
)︒
中
天
竺
国
は
イ
ン
ド
の
い
ず
れ
か
の
王
朝
に
違
い
な
い
︒
前
記

21

引
用
文
か
ら
六
世
紀
初
め
の
イ
ン
ド
の
大
国
︵﹁
地
方
三
萬
里
﹂︶
と
わ
か
り
︑
王
名
が
屈
多
︵
グ
プ
タ
︶
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
︑

グ
プ
タ
朝
の
可
能
性
が
高
い
︒
盤
盤
は
マ
レ
ー
半
島
中
部
の
国
︑
扶
南
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
メ
コ
ン
川
下
流
の
国
で
あ
る
︒

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶

四
三



こ
の
中
で
︑
中
天
竺
国
が
天
監
初
め
に
派
遣
し
た
使
者
の
名
は
︑﹃
梁
書
﹄
本
文
で
は
﹁
竺
羅
達
﹂
と
さ
れ
る
が
︑
そ
の
使
者
が

も
た
ら
し
た
上
表
文
︵
国
書
︶
に
は
﹁
竺
達
多
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
ど
ち
ら
か
の
名
が
誤
り
で
ど
ち
ら
も
同
一
人
物
を
指
し

て
い
る
の
か
︑
そ
れ
と
も
別
々
の
人
物
を
指
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
︒
仮
に
一
方
の
名
が
誤
り
で
︑
こ
れ
を
除
い
た
と
し
て
も
︑

﹃
宋
書
』・
『梁
書
﹄
に
は
イ
ン
ド
や
東
南
ア
ジ
ア
の
使
者
で
竺
姓
を
付
け
て
い
る
者
が
八
人
い
る
︒

天
竺
迦
毗
黎
国
や
中
天
竺
国
の
使
者
は
イ
ン
ド
出
身
で
あ
る
か
ら
竺
姓
を
付
け
て
い
る
の
は
不
思
議
で
は
な
い
︒
た
だ
し
元
嘉
五

年
の
迦
毗
黎
国
の
上
表
文
に
は
﹁
使
主
父
名
天
魔
悉
達
︑
使
主
名
尼
陁
達
﹂
と
あ
り
︑
姓
氏
ら
し
き
も
の
は
表
記
さ
れ
て
い
な
い
︒

そ
の
代
わ
り
父
の
名
と
本
人
の
名
を
併
記
す
る
の
が
こ
う
し
た
文
書
で
本
人
の
素
性
を
明
ら
か
に
す
る
名
の
称
し
方
で
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う(
)︒
そ
の
た
め
お
そ
ら
く
イ
ン
ド
か
ら
の
使
者
の
名
の
竺
姓
は
中
国
王
朝
の
方
が
一
方
的
に
付
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

22
そ
れ
で
は
扶
南
や
︑
同
じ
く
東
南
ア
ジ
ア
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
国
々
の
使
者
の
名
︵
上
記
五
名
︶
が
竺
姓
な
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ

う
か
︒
す
で
に
先
行
研
究
に
お
い
て
︑
こ
れ
ら
の
使
者
が
イ
ン
ド
系
の
人
物
で
あ
っ
た
た
め
と
さ
れ
て
い
る(
)︒
中
国
で
は
宋
・
梁
朝

23

以
前
に
天
竺
出
身
者
の
姓
氏
を
﹁
竺
﹂
と
す
る
習
慣
が
確
立
し
て
い
た
の
で
︑
こ
の
見
解
は
正
し
い
と
思
わ
れ
る
︒
明
ら
か
に
東
南

ア
ジ
ア
の
一
国
が
イ
ン
ド
系
の
人
物
を
使
者
と
し
た
事
例
と
し
て
は
他
に
﹃
南
斉
書
﹄
の
次
の
扶
南
国
の
記
録
が
あ
る
︒

宋
末
︑
扶
南
王
姓
僑
陳
如
︑
名
闍
耶
跋
摩
︑
遣
商
貨
至
廣
州
︒
天
竺
道
人
那
伽
仙
附
載
欲
歸
國
︑
遭
風
至
林
邑
︑
掠
其
財
物
皆

盡
︒
那
伽
仙
閒
道
得
達
扶
南
︑
具
說
中
國
有
聖
主
受
命
︒
永
明
二
年
︑
闍
耶
跋
摩
遣
天
竺
道
人
釋
那
伽
仙
上
表
A
︑
扶
南
國
王

臣
僑
陳
如
闍
耶
跋
摩
叩
頭
娃
曰
⁝
︒
又
曰
﹁
⁝
是
以
臣
今
遣
此
道
人
釋
那
伽
仙
爲
使
︑
上
表
問
訊
奉
貢
︑
微
獻
呈
臣
等
赤
心
︑

幷
別
陳
下
情
︒
⁝
﹂

(﹃
南
斉
書
﹄
卷
五
八
︑
蛮
・
東
南
夷
伝
︑
扶
南
国
の
条
︑
一
〇
一
四
袞
一
〇
一
五
頁
)

扶
南
王
か
ら
の
上
表
文
に
よ
る
と
使
者
の
那
伽
仙
は
﹁
天
竺
道
人
釋
那
伽
仙
﹂
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
︑
イ
ン
ド
出
身
の
僧
で
あ
る
︒

と
こ
ろ
で
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
使
者
に
イ
ン
ド
人
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
と
現
地
の
社
会
や
文
化
の
状
況
と
の
関
係
は
今
ま
で
あ
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漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
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︶
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ま
り
考
察
さ
れ
て
い
な
い
︒
次
に
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
︒

竺
姓
の
使
者
が
記
録
に
現
れ
る
五
世
紀
の
東
南
ア
ジ
ア
に
イ
ン
ド
人
が
来
航
し
て
い
た
こ
と
は
︑
先
の
那
伽
仙
の
記
事
に
加
え
て

別
の
漢
文
史
料
か
ら
も
わ
か
る
︒

頓
遜
國
屬
扶
南
︑﹇
西
出
海
中
︑﹈
國
主
名
崑
崙
︒︵
國
)有
天
竺
胡
五
百
家
︑
兩
佛
圖
(天
竺
)婆
羅
門
千
餘
人
︒
頓
遜
[人
]敬
奉

其
道
︑︵
嫁
女
與
之
︑
故
多
不
去
︒︶

(﹃
芸
文
類
聚
﹄
巻
七
六
︑
一
二
九
四
頁
︑﹃
太
平
御
覧
﹄
巻
七
八
八
︑
三
四
八
九
頁
所
引
︑﹃
竺
枝
扶
南
記
﹄﹇
五
世
紀
中
頃
か
ら
六
世

紀
初
め
の
作(
)﹈︶

24

※

右
史
料
は
引
用
書
に
よ
り
違
い
が
あ
る
︒﹃
芸
文
類
聚
﹄
巻
七
六
に
あ
り
﹃
太
平
御
覧
﹄
巻
七
八
八
に
な
い
字
句
は
﹇

﹈
で
︑
逆
の
場
合
は

︵

︶
で
示
し
た
︒

文
中
の
頓
遜
国
は
マ
レ
ー
半
島
北
部
の
テ
ナ
セ
リ
ム
地
方
に
比
定
さ
れ
て
い
る
︒
史
料
に
よ
れ
ば
︑
こ
の
国
に
イ
ン
ド
人
の
家
族
が

五
百
家
あ
り
︑
仏
教
徒
と
バ
ラ
モ
ン
を
合
わ
せ
る
と
千
余
人
い
た
こ
と
が
わ
か
る(
)︒
25

ま
た
当
時
の
東
南
ア
ジ
ア
の
社
会
的
背
景
や
イ
ン
ド
と
の
人
的
・
文
化
的
交
流
を
考
え
る
上
で
は
﹁
イ
ン
ド
化
Indianisation﹂

と
い
う
歴
史
的
現
象
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
︒
東
南
ア
ジ
ア
の
﹁
イ
ン
ド
化
Indianisation﹂
と
は
︑
古
代
東
南
ア
ジ
ア
の
諸
地

域
が
イ
ン
ド
文
化
を
摂
取
し
て
︑
現
地
の
社
会
・
文
化
上
︑
多
く
の
面
で
イ
ン
ド
起
源
の
文
化
的
要
素
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
変

化
の
こ
と
で
あ
る
︒
こ
の
現
象
が
明
瞭
に
な
る
の
は
五
世
紀
以
降
で
あ
る
︒
具
体
的
に
は
︑
言
語
面
で
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
・
ブ

ラ
ー
フ
ミ
ー
文
字
の
使
用
︑
宗
教
面
で
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
や
仏
教
の
普
及
︑
そ
の
他
に
は
イ
ン
ド
の
王
権
概
念
や
神
話
等
の
受
容
が

見
ら
れ
る
︒
こ
の
現
象
は
二
〇
世
紀
前
半
以
降
︑
フ
ラ
ン
ス
の
セ
デ
ス
︵
G
eorges
C
œ
dès︶
等
に
よ
る
古
代
東
南
ア
ジ
ア
史
の
研
究

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た(
)︒
26

東
南
ア
ジ
ア
で
﹁
イ
ン
ド
化
﹂
が
生
じ
た
背
景
に
は
︑
紀
元
前
後
か
ら
の
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
を
含
む
東
西
海
上
交
易
の
発
達

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶
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が
あ
る
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
東
南
ア
ジ
ア
の
人
々
が
イ
ン
ド
へ
来
航
し
て
そ
の
文
化
に
接
触
し
た
り
︑
イ
ン
ド
の
バ
ラ
モ
ン
や
仏
教
僧

な
ど
の
知
識
媒
介
者
の
渡
海
が
可
能
に
な
っ
て
い
た
︒
も
う
一
つ
の
背
景
と
し
て
は
︑
イ
ン
ド
の
言
語
文
化
の
変
化
が
あ
る
︒
イ
ン

ド
で
元
来
バ
ラ
モ
ン
の
教
義
と
儀
礼
の
た
め
の
宗
教
言
語
で
あ
っ
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
が
︑
四
世
紀
以
降
の
グ
プ
タ
朝
に
お
い
て

公
的
な
政
治
言
語
と
し
て
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
こ
の
よ
う
な
言
語
文
化
上
の
新
し
い
規
範
が
南
部
を
含
む
イ
ン
ド
各
地
で

受
け
入
れ
ら
れ
︑
そ
れ
が
東
南
ア
ジ
ア
に
も
伝
わ
っ
た(
)︒
27

そ
の
結
果
︑
東
南
ア
ジ
ア
各
地
で
文
字
言
語
と
し
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た(
)︒
東
南
ア
ジ
ア
の
現
存

28

最
古
の
文
字
資
料
は
ベ
ト
ナ
ム
南
部
で
発
見
さ
れ
た
ヴ
ォ
ー
カ
イ
ン
︵
V
o-C
anh︶
碑
文
で
あ
る
︵
作
成
年
代
は
紀
元
後
二
～
五
世
紀
の

間
で
諸
説
あ
り(
)︶︒
こ
れ
は
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
文
字
を
用
い
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
書
か
れ
て
い
る
︒
ま
た
確
実
に
五
～
六
世
紀
の
扶
南

29

の
碑
文
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
プ
ラ
サ
ー
ト
・
プ
ラ
ム
・
ロ
ヴ
ェ
ア
ン
︵
Prasat
Praṁ
Loveṅ︶
碑
文
・
ネ
ア
ッ
ク
・
タ
・
ダ
ン
バ

ン
・
ダ
エ
ク
︵
N
àk
T
à
D
aṁ
baṅ
D
èk︶
碑
文
・
ワ
ッ
ト
・
バ
テ
ィ
︵
V
ằt
B
àti︶
碑
文
の
三
点
の
み
で
あ
る
が
︑
こ
れ
ら
も
み
な
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
書
か
れ
て
い
る(
)︒
そ
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
現
存
最
古
の
碑
文
も
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
書
か
れ
た
五
世
紀
初
の

30

ク
タ
イ
碑
文
︵
K
utai︑
ボ
ル
ネ
オ
東
部
︶
で
あ
る(
)︒
31

一
方
現
地
語
が
文
字
で
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
さ
ら
に
後
で
︑
例
え
ば
現
存
最
古
の
古
ク
メ
ー
ル
語
碑
文
は
西
暦
六
一
一
年

の
ア
ン
コ
ー
ル
・
ボ
レ
イ
碑
文
︵
A
ngkor
B
orei︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
︶
で
あ
り(
)︑
現
存
最
古
の
マ
レ
ー
語
碑
文
は
七
世
紀
初
め
の
ソ
ジ
ョ

32

ム
ル
ト
碑
文
︵
Sojom
erto︑
ジ
ャ
ワ
中
部
︶
で
あ
る(
)︒
ま
た
カ
ウ
ィ
文
字
で
書
か
れ
た
カ
ウ
ィ
語
︵
古
ジ
ャ
ワ
語
︶
の
最
古
の
記
録
は

33

八
〇
四
年
作
成
の
ス
カ
ブ
ミ
碑
文
︵
Sukabum
i︑
ジ
ャ
ワ
東
部
︶
で
あ
る
が
︑
そ
れ
は
同
種
の
文
字
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
詩
の
書
か

れ
た
七
六
〇
年
の
デ
ィ
ノ
ヨ
碑
文
︵
D
inoyo︑
ジ
ャ
ワ
東
部
︶
よ
り
遅
れ
る(
)︒

一
方
古
代
チ
ャ
ン
パ
ー
王
国
の
チ
ャ
ム
語
の
最
古
の
文

34

字
資
料
は
ド
ン
イ
ェ
ン
チ
ャ
ウ
︵
Đ
ông
Y
ên
C
hâu︶
碑
文
で
あ
り
︑
四
世
紀
後
半
な
い
し
同
世
紀
末
の
も
の
と
も
目
さ
れ
か
な
り
古

い(
)︒
し
か
し
こ
の
碑
文
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
も
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
文
字
で
あ
る
︒
ま
た
国
内
で
は
︑
す
で
に
同
時
期
に
サ
ン
ス
ク
リ

35

前
漢
か
ら
隋
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い
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︵
斉
藤
︶
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ッ
ト
語
の
碑
文
も
作
ら
れ
て
い
た(
)︒
そ
の
た
め
チ
ャ
ム
語
の
方
が
現
地
の
文
字
言
語
と
し
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
に
先
行
し
て
い
た

36

わ
け
で
は
な
い
︒

こ
の
よ
う
に
東
南
ア
ジ
ア
各
地
で
最
初
に
文
字
言
語
と
し
て
広
く
使
わ
れ
た
の
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
︒

こ
れ
ら
を
も
と
に
考
え
る
と
︑
南
朝
宋
か
ら
梁
の
時
代
に
は
︑
東
南
ア
ジ
ア
で
は
現
地
語
の
文
字
文
化
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
と

比
べ
ま
だ
未
発
達
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
東
南
ア
ジ
ア
各
地
の
言
語
は
様
々
に
異
な
り
︑
各
現
地
語
を
用
い
る
だ
け
で
は

互
い
の
意
思
疎
通
は
困
難
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
︒
一
方
こ
の
時
代
に
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
は
公
的
な
政
治
言
語
と
し
て
東
南
ア

ジ
ア
各
地
で
通
用
し
て
お
り
︑
各
国
・
地
域
間
で
の
意
思
疎
通
の
た
め
に
利
用
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
当
時
の
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
の
外
交
用
語
と
し
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
以
外
は
考
え
に
く
い(
)︒
外
交
上
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
使
用
が
最
も
好
都
合

37

で
あ
れ
ば
︑
そ
し
て
前
述
の
よ
う
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
イ
ン
ド
人
が
来
航
・
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
︑
外
交
使
節
に
イ
ン

ド
系
の
人
々
が
起
用
さ
れ
た
の
も
当
然
で
あ
る
︒

一
方
︑
当
時
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
漢
語
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
よ
り
広
く
普
及
し
て
い
た
形
跡
は
皆
無
で
あ
る
︒
そ
れ
に
こ
れ

ら
イ
ン
ド
系
の
使
者
の
名
前
に
は
中
国
側
の
記
録
に
お
い
て
竺
姓
を
付
け
ら
れ
て
い
る
が
︑
漢
人
的
な
名
︵
い
わ
ゆ
る
下
の
名
︶
を
持

つ
者
は
い
な
い
︒
こ
の
点
か
ら
見
て
こ
れ
ら
の
人
々
が
漢
化
し
た
り
も
と
も
と
漢
人
社
会
と
接
点
を
持
っ
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
︒

そ
の
た
め
︑
こ
れ
ら
の
人
た
ち
が
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
本
国
人
よ
り
漢
語
に
習
熟
し
て
い
た
か
ら
使
者
に
任
じ
ら
れ
た
と
い
う
可
能

性
は
低
い
︒

イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
の
使
節
を
受
け
入
れ
た
宋
な
ど
の
南
朝
側
に
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
を
理
解
で
き
る
人
も
い
た
︒
こ
の
時

代
に
中
国
・
南
海
地
域
に
お
い
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
を
話
し
漢
語
を
用
い
て
文
章
を
作
成
で
き
た
僧
侶
と
し
て
︑
先
述
の
天
竺
道

人
那
伽
仙
の
他
に
南
斉
の
求
那
毘
地
や
梁
の
扶
南
出
身
僧
の
僧
伽
婆
羅
な
ど
が
す
で
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る(
)︒
そ
の
他
に
︑
宋
代
に
活

38

動
し
た
漢
人
僧
の
法
顕
や
智
厳
や
宝
雲
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
を
理
解
し
仏
典
の
漢
訳
を
行
っ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る(
)︒
こ
の
よ
う

39
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に
︑
記
録
に
残
る
人
物
は
仏
教
僧
に
限
ら
れ
る
も
の
の
︑
宋
以
降
の
南
朝
側
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
漢
語
を
用
い
る
こ
と
の
で
き
る

人
材
は
か
な
り
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
︒
ま
た
宋
の
慧
観
・
慧
聡
は
宋
文
帝
の
援
助
の
も
と
に
︑
罽
賓
国
出
身
で
東
南
ア
ジ
ア
の

闍
婆
国
︵
ジ
ャ
ワ
島
あ
る
い
は
ス
マ
ト
ラ
島
一
帯
︶
に
滞
在
し
て
い
た
求
那
跋
摩
を
招
請
す
る
た
め
︑
使
者
を
派
遣
し
て
当
人
と
闍
婆

国
王
に
書
簡
を
届
け
た(
)︒
こ
れ
は
︑
宋
側
か
ら
の
書
簡
を
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
書
く
か
︑
あ
る
い
は
使
者
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

40

を
解
す
る
人
間
を
加
え
る
か
し
な
け
れ
ば
︑
目
的
を
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
︑
宋
な
ど
の
南
朝

諸
王
朝
は
︑
イ
ン
ド
系
の
使
者
を
受
け
入
れ
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
意
思
疎
通
で
き
る
環
境
に
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
︒

イ
ン
ド
だ
け
で
な
く
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
南
朝
宋
・
梁
へ
の
使
者
の
名
が
竺
姓
を
付
け
ら
れ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
︑
使

者
が
イ
ン
ド
系
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
が
︑
中
国
側
に
そ
う
と
わ
か
っ
た
の
は
外
交
の
場
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
を
用
い
る
能
力
が

あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
︒
以
上
の
現
象
に
目
を
向
け
る
と
︑
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
外
交
活
動
も
﹁
イ
ン
ド
化
﹂
し
て
い
た
こ
と
が
窺

え
る
︒
そ
し
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
使
者
の
名
が
竺
姓
を
付
け
て
記
録
さ
れ
て
い
る
背
景
に
は
東
南
ア
ジ
ア
の
広
い
地
域
で
の
﹁
イ

ン
ド
化
﹂
が
あ
っ
た
と
考
え
る
︒

今
ま
で
︑
五
～
六
世
紀
の
南
朝
・
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
間
の
外
交
関
係
や
国
際
秩
序
は
︑
主
に
﹁
梁
職
貢
図
﹂
や
﹃
宋

書
』・
『南
斉
書
』・
『梁
書
﹄
の
諸
外
国
伝
の
記
述
︑
特
に
そ
の
中
の
南
朝
へ
の
上
表
文
を
材
料
に
し
て
分
析
さ
れ
て
き
た
︒
そ
の
先

行
研
究
に
よ
る
と
︑
こ
の
外
交
関
係
や
国
際
秩
序
の
特
徴
は
次
の
三
点
に
概
括
さ
れ
る(
)︒
41

(�
︶
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
︵
林
邑
は
除
く
︶
に
は
政
治
・
外
交
上
︑
実
質
的
な
力
を
ほ
と
ん
ど
及
ば
さ
な
か
っ
た
も
の
の
︑
南

朝
は
︑
こ
れ
ら
諸
国
を
含
め
た
広
義
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
地
域
に
お
い
て
︑
自
身
を
中
心
・
上
位
に
位
置
付
け
る
国
際
秩
序
を

設
定
し
て
い
た
︒

(�
︶
南
朝
と
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
間
の
外
交
に
お
い
て
︑
双
方
に
共
通
の
文
化
的
要
素
と
し
て
仏
教
が
利
用
さ
れ
た
︒

(�
︶
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
南
朝
へ
の
使
節
の
派
遣
は
交
易
な
ど
の
実
利
的
動
機
に
よ
る
︒

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶

四
八



(�
︶
は
︑
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
側
か
ら
の
視
点
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
︑
加
え
て
先
述
の
よ
う
に
︑
イ
ン
ド
系
の
使
者

が
本
国
だ
け
で
な
く
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
も
中
国
の
南
朝
に
多
く
派
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
べ
き
で
あ
る
︒
そ
う

す
る
と
次
の
よ
う
な
想
定
も
可
能
な
の
で
は
な
い
か
︒
す
な
わ
ち
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
一
帯
に
は
︑
一
般
に
イ
ン
ド
系
の
使

者
・
共
通
言
語
︵
お
そ
ら
く
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
︶
を
用
い
る
外
交
世
界
が
存
在
し
︑
そ
の
外
延
に
接
し
つ
つ
別
の
文
化
圏
を
形
成
し

て
い
る
の
が
中
国
の
南
朝
で
あ
っ
た
︑
と
い
う
も
の
で
あ
る
︒
し
か
し
こ
れ
を
確
実
に
立
証
す
る
こ
と
は
︑
当
時
の
イ
ン
ド
・
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
の
外
交
活
動
の
詳
細
や
漢
語
以
外
の
外
交
文
書
に
つ
い
て
不
明
な
た
め
︑
今
の
と
こ
ろ
不
可
能
で
は
あ
る
︵
本
稿
付
論

参
照
︶︒
ま
た
そ
の
後
の
正
史
の
外
国
伝
を
見
る
限
り
︑
隋
唐
以
降
︑
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
使
者
に
竺
姓
の
者
が
見
ら
れ
な
い
の
は

な
ぜ
か
と
い
う
問
題
も
残
る
︒
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
明
は
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
︒
そ
れ
で
も
︑
古
代
イ
ン
ド
・
東
南
ア

ジ
ア
の
文
化
︑
特
に
﹁
イ
ン
ド
化
﹂
の
問
題
や
︑
中
国
南
朝
と
の
外
交
を
今
ま
で
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
さ
ら
に
考
察
す
る
た
め
に

は
︑
本
節
の
仮
説
は
有
用
で
は
な
い
か
と
思
う
︒

竺
姓
と
い
う
中
国
の
一
姓
氏
を
手
掛
か
り
に
南
朝
の
外
交
を
再
検
討
す
る
と
︑
そ
こ
に
も
︑
東
南
ア
ジ
ア
の
﹁
イ
ン
ド
化
﹂
と
い

う
文
化
変
容
の
影
響
が
及
ん
で
い
た
可
能
性
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
︒

五

隋
代
以
降

隋
代
以
降
に
関
し
て
は
︑﹃
二
十
四
史
人
名
索
引
』・
漢
籍
電
子
文
献
資
料
庫
で
検
索
す
る
と
︑﹃
隋
書
﹄
に
は
竺
姓
の
人
物
は
見

当
た
ら
ず
︑
新
旧
唐
書
で
は
竺
暄
︵
時
代
不
明
︑﹃
食
経
﹄
四
巻
の
著
者
︶
が
言
及
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
︒
ま
た
﹃
冊
府
元
亀
﹄

に
お
い
て
も
︑
そ
の
人
名
索
引
に
よ
っ
て
竺
姓
の
人
物
を
検
索
す
る
と
︑
唐
代
に
は
開
元
二
三
年
一
二
月
の
廬
州
刺
史
竺
承
構
が
知

ら
れ
る
の
み
で
あ
る
︵
巻
一
二
八
︑
一
三
九
六
頁
︶︒
隋
唐
時
代
の
考
古
史
料
と
し
て
は
墓
誌
が
数
多
く
知
ら
れ
て
い
る
が
︑﹇
梶
山
二

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶

四
九



〇
一
三
﹈
に
よ
る
と
隋
代
の
竺
姓
の
人
物
の
墓
誌
は
知
ら
れ
て
い
な
い
︒
ま
た
﹇
氣
賀
澤
二
〇
一
七
﹈
は
唐
代
の
墓
誌
を
合
計
一
二

五
二
三
点
挙
げ
て
い
る
が
︑
そ
の
中
で
竺
姓
に
関
わ
る
墓
誌
は
﹁
竺
譲
妻
段
氏
墓
誌
﹂︵
目
録
番
号
五
〇
九
)・
｢竺
君
妻
蓋
氏
墓
誌
﹂

︵
目
録
番
号
五
九
二
︶
の
二
点
し
か
な
い(
)︒
文
献
上
の
こ
れ
ら
の
現
象
は
︑
本
稿
表
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
南
朝
に
お
い
て
竺
姓
の

42

人
物
が
何
人
も
郡
太
守
・
州
刺
史
・
将
軍
職
や
︑
有
力
政
治
家
の
側
近
に
な
っ
て
い
た
の
と
対
照
的
で
あ
る
︒
竺
姓
の
人
物
が
多
く

仕
え
て
い
た
南
朝
の
滅
亡
な
ど
の
理
由
に
よ
り
︑
隋
代
以
降
そ
の
一
族
は
没
落
し
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い(
)︒
あ
る
い
は
新
た

43

に
竺
姓
を
名
乗
る
イ
ン
ド
か
ら
の
移
住
者
が
減
少
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
︑
今
の
と
こ
ろ
想
像
の
域
を
出
な
い
︒

唐
代
を
中
心
と
し
た
敦
煌
・
吐
魯
番
文
献
に
見
ら
れ
る
竺
姓
の
人
名
や
そ
れ
に
関
連
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
︑
他
の
西
域
胡
姓
と

共
に
別
の
機
会
に
詳
し
く
論
ず
る
予
定
で
あ
る
︒
た
だ
し
こ
れ
ら
文
献
の
人
名
索
引
で
竺
姓
の
人
名
を
検
索
す
る
と
︑
文
献
の
年
代

上
は
っ
き
り
し
た
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
で
︑
こ
こ
で
簡
単
に
述
べ
て
お
く
︒
ま
ず
﹃
八
世
紀
末
期
～
一
一
世
紀
初
期

燉
煌
氏
族
人

名
集
成
﹄
に
よ
る
と
︑
八
世
紀
末
期
～
一
一
世
紀
初
期
の
本
書
採
録
範
囲
の
敦
煌
文
献
に
は
竺
姓
の
人
物
が
見
ら
れ
な
い(
)︒
一
方
︑

44

吐
魯
番
文
献
で
は
︑﹇
石
墨
林
二
〇
〇
二
袞
二
〇
〇
五
]・
[石
墨
林
二
〇
一
二
ａ
・
ｂ
﹈
と
︑﹃
吐
魯
番
出
土
文
書
人
名
地
名
索

引
』・
『新
獲
吐
魯
番
出
土
文
書
﹄
巻
末
の
人
名
索
引
に
よ
り
検
索
す
る
と
竺
姓
の
人
名
が
複
数
記
録
さ
れ
て
は
い
る
が
︑
そ
れ
は
す

べ
て
麴
氏
高
昌
国
時
代
の
文
書
に
限
ら
れ
︑
唐
統
治
下
の
文
書
に
は
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
明
確
な
特
徴
が
あ
る(
)︒
45

敦
煌
・
吐
魯
番
地
域
の
社
会
は
南
朝
の
動
向
に
そ
れ
ほ
ど
左
右
さ
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
︑
そ
れ
で
も
唐
代
に
竺
姓
の
人
物

が
ほ
と
ん
ど
現
れ
な
く
な
る
現
象
は
先
述
の
新
旧
唐
書
の
場
合
と
符
合
し
て
い
る
︒
こ
う
し
た
同
じ
現
象
が
正
史
・
考
古
史
料
の
ど

ち
ら
で
も
起
き
て
い
る
の
は
偶
然
に
す
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
︒
し
か
し
隋
唐
時
代
の
何
ら
か
の
全
国
的
な
理
由
に
よ
る
可
能
性
も

あ
る
︒
こ
の
理
由
は
現
在
の
と
こ
ろ
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
る
の
で
︑
今
後
も
検
討
を
続
け
る
つ
も
り
で
あ
る
︒

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶

五
〇



お
わ
り
に

本
稿
の
結
論
を
節
ご
と
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
︒

一

前
漢
か
ら
後
漢
初
期
に
は
す
で
に
竺
姓
の
人
物
が
存
在
し
て
い
た
が
︑
ま
だ
天
竺
と
い
う
国
名
は
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
︒
そ

の
た
め
こ
の
時
期
の
竺
姓
は
天
竺
と
は
無
関
係
で
あ
る
︒
し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
の
竺
姓
の
人
物
は
漢
人
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
︒

二

天
竺
の
国
名
は
二
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
イ
ン
ド
出
身
者
が
竺
姓
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
︑

語
源
と
す
る
国
名
︵
＝
天
竺
︶
の
普
及
後
で
あ
る
か
ら
︑
早
く
て
も
後
漢
後
期
︵
二
世
紀
中
頃
︶
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
た
だ

し
現
存
文
献
上
︑
竺
姓
の
イ
ン
ド
出
身
者
に
つ
い
て
比
較
的
信
頼
で
き
る
記
録
は
三
世
紀
中
頃
ま
で
し
か
遡
れ
な
い
︒

三

晋
・
南
北
朝
時
代
に
は
東
莞
郡
や
莒
県
に
関
わ
る
竺
姓
の
人
物
が
正
史
に
複
数
記
録
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
人
々
の
身
分
・

生
業
と
イ
ン
ド
と
の
つ
な
が
り
は
見
ら
れ
な
い
︒
も
と
も
と
漢
人
の
竺
姓
が
過
去
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
︑

こ
れ
ら
の
人
々
は
漢
人
と
考
え
て
問
題
な
い
︒

四

五
・
六
世
紀
に
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
南
朝
に
派
遣
さ
れ
た
使
者
の
中
に
は
竺
姓
の
人
物
が
多
く
見
ら
れ
る
︒
す
で

に
イ
ン
ド
出
身
者
用
の
竺
姓
が
成
立
し
て
い
た
の
で
こ
れ
ら
の
人
々
は
イ
ン
ド
系
と
見
て
よ
い
︒
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
外
交
活
動

に
お
い
て
広
く
イ
ン
ド
系
の
使
者
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
︒
当
時
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
﹁
イ
ン
ド
化
﹂
と
い
う

文
化
的
背
景
を
考
え
合
わ
せ
る
と
︑
外
交
の
分
野
も
﹁
イ
ン
ド
化
﹂
し
て
い
た
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
︒

五

隋
代
以
降
︑
正
史
等
に
竺
姓
の
人
物
は
あ
ま
り
現
れ
な
く
な
り
︑
唐
代
以
降
の
考
古
史
料
に
お
い
て
も
同
じ
傾
向
が
窺
わ
れ
る
︒

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶

五
一



[付
論
]

『宋
書
﹄
卷
九
七
夷
蛮
伝
・
『南
斉
書
﹄
卷
五
八
蛮
東
南
夷
伝
・
『梁
書
﹄
卷
五
四
諸
夷
伝
に
は
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら

南
朝
へ
送
ら
れ
た
と
す
る
漢
語
の
上
表
文
︵
国
書
︶
が
引
用
さ
れ
て
い
る
︒
両
者
間
の
外
交
用
語
を
考
え
る
上
で
無
視
で
き
な
い
記

録
な
の
で
︑
こ
れ
に
つ
い
て
筆
者
の
考
え
を
述
べ
て
お
く
︒
各
書
に
引
用
さ
れ
た
上
表
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

・
『宋
書
﹄
卷
九
七
⁝
訶
羅
陁
国
①
︵
二
三
八
〇
袞
二
三
八
一
頁
︶︑
呵
羅
単
国
︵
二
通
︶
②
︵
二
三
八
一
頁
)・
③
︵
二
三
八
一
袞
二
三
八
二

頁
︶︑
闍
婆
婆
達
国
︵
二
三
八
三
袞
二
三
八
四
頁
︶︑
師
子
国
④
︵
二
三
八
四
頁
︶︑
天
竺
迦
毗
黎
国
⑤
︵
二
三
八
五
頁
︶

・
『南
斉
書
﹄
卷
五
八
⁝
扶
南
国
⑥
︵
一
〇
一
五
袞
一
〇
一
六
頁
︶

・
『梁
書
﹄
卷
五
四
⁝
盤
盤
国
︵
七
九
三
頁
︶︑
丹
丹
国
⑥
︵
七
九
四
頁
︶︑
干
陁
利
国
②
︵
七
九
四
袞
七
九
五
頁
︶︑
狼
牙
脩
国
③
︵
七
九

五
袞
七
九
六
頁
︶︑
婆
利
国
①
︵
七
九
六
袞
七
九
七
頁
︶︑
中
天
竺
国
⑤
︵
七
九
九
頁
︶︑
師
子
国
④
︵
八
〇
〇
頁
︶

周
知
の
よ
う
に
﹃
梁
書
﹄
所
収
の
上
表
文
の
多
く
は
﹃
宋
書
』・
『南
斉
書
﹄
の
も
の
と
類
似
・
極
似
し
て
い
る
︒
そ
の
対
応
関
係

を
①
~
⑥
で
示
し
た
︒
前
者
の
も
の
は
︑
そ
の
類
似
・
極
似
し
た
後
者
の
も
の
を
参
照
し
て
作
成
さ
れ
た
と
す
る
点
で
諸
研
究
が
一

致
し
て
い
る
︒﹇
鈴
木
中
正
一
九
六
四
﹈
は
︑
師
子
国
や
イ
ン
ド
で
は
中
国
君
主
に
宛
て
た
書
簡
の
写
し
が
保
存
さ
れ
︑
後
に
そ
れ

を
必
要
に
応
じ
て
訂
正
し
た
も
の
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
︵
三
三
五
頁
︶︒﹇
河
上
二
〇
〇
八
﹈
は
︑
梁
へ
の
上

表
文
は
︑
そ
れ
を
送
っ
た
各
国
が
︑
仏
教
色
が
濃
い
上
表
文
を
望
む
梁
武
帝
の
意
図
を
汲
ん
で
︑
扶
南
な
ど
の
地
域
で
何
者
か
に
作

成
を
依
頼
し
︑
依
頼
を
受
け
た
者
が
︑
当
該
地
域
に
残
さ
れ
て
い
た
過
去
上
表
文
の
写
し
な
ど
を
参
照
し
て
作
成
し
た
︑
と
推
測
す

る
︒︵
六
七
袞
八
四
頁
︶︒
こ
れ
に
対
し
て
﹇
新
川
二
〇
一
四
﹈
は
︑
梁
へ
の
上
表
文
の
作
成
場
所
に
つ
い
て
河
上
氏
の
考
え
を
と
ら

ず
︑
そ
の
有
力
候
補
と
し
て
諸
地
方
官
司
︵
建
康
所
在
も
含
む
︶
周
辺
を
挙
げ
る
︵
一
八
九
袞
一
九
五
頁
︶︒
筆
者
の
考
え
は
︑﹃
梁
書
﹄

所
収
の
上
表
文
は
︑
す
で
に
宋
・
南
斉
王
朝
に
手
本
と
な
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
と
︑﹃
宋
書
』・
『南
斉
書
﹄
側
と
﹃
梁
書
﹄
側
の

間
で
︑
師
子
国
を
除
き
別
々
の
国
の
上
表
文
同
士
が
類
似
し
て
い
る
と
い
う
奇
妙
な
現
象
か
ら
考
え
て
︑﹃
梁
書
﹄
の
①
～
⑥
は

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶

五
二



各
々
の
国
元
で
は
な
く
梁
国
内
で
作
成
さ
れ
た
︑
と
い
う
も
の
で
あ
る(
)︒
筆
者
を
含
む
ど
の
説
を
採
る
に
し
て
も
︑﹃
梁
書
﹄
所
収

46

の
上
表
文
①
～
⑥
は
偽
造
か
模
倣
の
産
物
で
あ
り
︑
真
に
国
元
か
ら
発
信
さ
れ
る
国
書
が
元
来
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考

え
る
材
料
に
は
な
ら
な
い
︒

そ
の
た
め
検
討
は
﹃
宋
書
』・
『南
斉
書
﹄
所
収
の
上
表
文
に
限
る
こ
と
に
す
る
︒
こ
れ
ら
上
表
文
の
作
成
過
程
に
つ
い
て
は
坂
元

義
種
氏
の
研
究
が
あ
る
︒
氏
は
師
子
国
・
天
竺
迦
毗
黎
国
・
訶
羅
陁
国
・
呵
羅
單
国
︵
二
通
)・
闍
婆
婆
達
国
か
ら
の
計
六
通
の
漢

語
上
表
文
の
構
成
や
文
言
を
相
互
に
比
較
し
た
︒
そ
の
結
果
︑
こ
れ
ら
の
文
の
首
尾
の
部
分
に
類
似
性
が
あ
り
︑
ま
た
そ
の
本
文
間

に
共
通
な
い
し
関
連
し
た
語
句
が
多
く
見
ら
れ
る
と
し
た
︒
こ
う
し
た
字
句
や
発
想
の
一
致
か
ら
考
え
て
︑
こ
れ
ら
上
表
文
が
各
国

で
独
自
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
る
の
は
か
な
り
難
し
い
と
結
論
し
た
︵﹇
坂
元
一
九
八
〇
﹈
四
四
五
袞
四
五
〇
頁
︶︒
坂
元
氏
の
比
較
・

検
討
は
周
到
で
あ
り
︑
そ
の
結
論
は
否
定
で
き
な
い
と
考
え
る
︒

し
か
し
︑
そ
れ
で
は
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
元
か
ら
宋
・
南
斉
へ
国
書
が
送
ら
れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
︑
そ
う
と
は

言
い
切
れ
な
い
︒
筆
者
は
︑
宋
・
南
斉
へ
送
ら
れ
た
国
書
は
も
と
も
と
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
あ
り
︑﹃
宋
書
』・
『南
斉
書
﹄
引
用

の
上
表
文
は
南
朝
で
の
そ
の
漢
訳
で
あ
っ
た
と
想
像
す
る
︒
そ
の
理
由
は
︑
漢
語
上
表
文
は
主
に
仏
教
的
言
辞
か
ら
成
る
た
め
で
あ

り
︑
こ
う
し
た
内
容
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
等
の
仏
典
が
流
布
し
て
い
る
国
な
ら
作
成
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
︒
ま
た
中
国
古
典
に

見
ら
れ
る
と
同
時
に
イ
ン
ド
・
仏
教
に
関
係
の
な
い
レ
ト
リ
ッ
ク
や
表
現
は
上
表
文
に
あ
ま
り
含
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
特
徴
も
見

ら
れ
る
︒
そ
の
た
め
漢
語
上
表
文
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
で
は
な
く
︑
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
か
ら
の
翻
訳
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
︒

一
方
︑
坂
元
氏
の
研
究
を
考
え
合
わ
せ
る
と
︑
か
な
り
の
意
訳
あ
る
い
は
翻
案
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
も
想
像
す
る
︒
こ
う
し
た

漢
訳
・
翻
案
は
︑
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
南
朝
側
に
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
文
章
を
理
解
し
︑
そ
の
内
容
を
漢
語
で
伝
え
う
る
人

材
が
い
た
の
で
あ
る
か
ら
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
宋
・
南
斉
へ
︑
漢
文
と
し
て

一
定
水
準
の
質
を
持
つ
上
表
文
が
送
ら
れ
た
こ
と
が
正
史
に
記
さ
れ
て
い
て
も
︑
こ
れ
は
︑
国
元
か
ら
も
と
も
と
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶

五
三



語
の
国
書
が
送
ら
れ
て
い
た
と
の
推
定
と
は
必
ず
し
も
矛
盾
し
な
い
︒
ま
た
︑
こ
れ
ら
諸
国
か
ら
南
朝
へ
︑
漢
語
よ
り
も
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
の
運
用
能
力
を
買
わ
れ
て
イ
ン
ド
系
の
使
者
が
派
遣
さ
れ
た
︑
と
い
う
考
え
と
も
矛
盾
し
な
い
で
あ
ろ
う
︒

註(�
)
[桑
原
一
九
二
六
﹈
三
〇
八
袞
三
〇
九
頁
︑﹇
陳
連
慶
一
九
九
三
﹈
四
〇
七
袞
四
一
〇
頁
︒
胡
姓
の
研
究
と
し
て
は
﹇
姚
薇
元
一
九
五
八
﹈

が
有
名
で
あ
る
が
︑
な
ぜ
か
竺
姓
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
︒

(�
)
『漢
書
﹄
巻
九
六
下
︑
西
域
伝
下
︑
三
九
〇
七
頁
︑﹃
後
漢
書
﹄
巻
二
三
竇
融
伝
︑
七
九
六
・
七
九
七
・
八
〇
五
・
八
〇
六
頁
︒

(�
)
後
漢
末
の
応
卲
編
﹃
風
俗
通
義
﹄
姓
氏
篇
の
逸
文
に
は
竺
姓
は
見
ら
れ
ず
︑
原
本
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
︒
ま
た
﹇
大
漢

和
﹈
に
は
﹁
竺
﹂
の
項
目
の
解
説
で
﹁﹇
姓
苑
﹈
竺
︑
本
姓
竹
︒
至
漢
樅
陽
侯
竺
晏
︑
改
為
竺
﹂
と
あ
る
︵
巻
八
︑
七
四
三
頁
︶︒
こ
こ
の

﹇
姓
苑
﹈
は
︑
南
朝
宋
の
何
承
天
﹃
姓
苑
﹄
で
あ
ろ
う
が
︑
す
で
に
散
逸
し
て
い
る
︒﹃
姓
苑
﹄
の
逸
文
は
﹃
玉
函
山
房
輯
佚
書
續
編
三
種
﹄

︵
王
仁
俊
輯
︶
三
一
六
袞
三
二
六
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
︑
引
用
の
一
節
は
こ
の
中
に
も
見
ら
れ
な
い
︒
そ
の
出
典
は
現
在
明
ら
か
に
で

き
な
い
ま
ま
で
あ
る
︒﹇
大
漢
和
﹈
に
引
用
の
誤
り
が
な
け
れ
ば
︑
こ
の
一
節
が
姓
氏
書
の
現
存
最
古
の
竺
姓
の
記
述
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
︒

(�
)
原
文
の
﹁
謂
始
名
賢
﹂
を
周
祖
謨
は
﹁
冑
姓
名
賢
﹂
と
修
正
す
る
︵﹃
広
韻
﹄
四
五
七
頁
︶︒
ま
た
﹃
姓
氏
急
就
篇
﹄
卷
下
︵
本
稿
本
節
参

照
︶
の
引
用
す
る
﹃
広
韻
﹄
相
当
個
所
は
﹁
冑
始
名
賢
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
原
文
の
﹁
謂
﹂
は
︑
続
く
﹁
始
名
賢
﹂
と
の
意
味
上
の
兼
ね
合

い
か
ら
納
ま
り
が
悪
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
お
そ
ら
く
そ
の
た
め
周
祖
謨
は
前
半
の
二
字
を
修
正
し
た
と
思
わ
れ
る
が
︑﹁
始
﹂
に
変
え
て

﹁
姓
﹂
と
し
た
根
拠
は
不
明
で
あ
る
︒
し
か
し
修
正
に
よ
っ
て
原
文
よ
り
意
味
が
通
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
思
え
な
い
︒﹁
冑
﹂
に
は
﹁
世

系
﹂
と
い
う
意
味
も
あ
る
︵﹇
大
詞
典
﹈
第
六
巻
下
︑
一
二
三
三
頁
ａ
︶︒
そ
の
意
味
に
と
れ
ば
︑
む
し
ろ
﹃
姓
氏
急
就
篇
﹄
の
引
用
の
方
が

正
し
い
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
︑
そ
の
読
み
を
採
り
た
い
︒
そ
こ
で
﹃
広
韻
﹄
の
竺
姓
の
記
述
︵
本
稿
本
節
参
照
︶
を
次
の
よ
う
に

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶

五
四



訓
読
・
現
代
語
訳
す
る
︒︵
訓
読
︶﹁
竺
︒
天
竺
︑
國
名
な
り
︒
又
た
姓
︑
東
莞
よ
り
出
づ
︒
後
漢
の
疑マ
マ

陽
侯
竺
晏
︑
本
姓
は
竹
︒
怨
み
に
報

い
仇
有
り
︒
冑
︑
名
賢
に
始
ま
り
︑
其
の
族
を
改
め
ざ
る
を
以
て
︑
乃
ち
二
字
を
加
へ
以
て
夷
・
齊
を
存
じ
て
︑
琅
邪
の
莒
縣
に
移
る
な

り
︒﹂︵
訳
︶﹁
竺
︒
天
竺
の
こ
と
で
あ
っ
て
︑
国
名
で
あ
る
︒
又
た
姓
で
あ
り
︑
東
莞
の
出
身
で
あ
る
︒
後
漢
の
疑マ
マ

陽
侯
竺
晏
は
本
姓
が
竹

で
あ
っ
た
︒︵
と
こ
ろ
が
︶
怨
ん
だ
相
手
に
報
復
し
て
仇
︵
か
た
き
︶
が
で
き
た
︒
そ
の
世
系
が
名
賢
か
ら
始
ま
り
︑
そ
の
同
族
で
あ
る
こ

と
を
変
え
︵
た
く
︶
な
か
っ
た
の
で
︑
二
字
を
加
え
て
︵
姓
氏
の
字
を
一
部
変
え
て
難
を
避
け
る
と
同
時
に
︶
伯
夷
・
叔
斉
︵
の
血
筋
︶
を

存
続
さ
せ
︑︵
後
に
︶
琅
邪
の
莒
縣
に
移
っ
た
の
で
あ
る
︒﹂

(�
)
[四
庫
全
書
電
子
版
﹈
で
は
範
囲
を
漢
代
以
前
の
作
者
に
限
定
し
て
検
索
し
た
︒

(�
)
[田
中
一
九
五
七
﹈
一
〇
六
袞
一
〇
七
頁
︒
天
竺
を
含
め
︑
イ
ン
ド
を
表
す
多
く
の
漢
語
国
名
の
由
来
や
系
統
に
つ
い
て
は
国
内
外
で
多

く
論
じ
ら
れ
て
い
る
︒
国
内
で
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
る
と
﹇
田
中
一
九
五
七
]・
[杉
本
一
九
四
一
﹈
が
あ
る
︒

(�
)
こ
れ
に
対
応
す
る
一
節
が
梵
文
﹃
八
千
頌
般
若
﹄
に
存
在
し
︑﹁
南
天
竺
﹂
の
と
こ
ろ
は
dakṡṅāpathe
あ
る
い
は
dakṡṅāpathāt︑

﹁
北
天
竺
﹂
の
と
こ
ろ
は
uttarapathe
あ
る
い
は
uttarasyāṁ
diśy
uttare
digbhāge
と
な
っ
て
い
る
︒
し
か
し
﹁
西
天
竺
﹂
の
と
こ

ろ
は
vartanyāṁ
あ
る
い
は
vartanyāḣ︵
＝
東
方
︶
と
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
点
は
問
題
で
あ
る
が
︑
ど
の
個
所
に
も
﹁
天
竺
﹂
に
対
応

す
る
語
は
付
い
て
い
な
い
︒
A
ṡṫasāhasrikā
P
rajñāpāram
itā
p.112,l.2-20︑﹇
C
O
N
Z
E

1973]
pp.159-160︑﹇
梶
山
・
丹
治
一
九
七
四

袞
一
九
七
五
﹈
Ⅰ
︑
二
七
五
袞
二
七
七
頁
︑﹇
K
A
R
A
S
H
IM
A

2011]
pp.225-226,note
289︒
こ
の
一
節
の
異
訳
に
つ
い
て
は
﹇
K
A
R
A
S
H
IM
A

2011]
pp.225-227
参
照
︒
梵
文
﹃
八
千
頌
般
若
﹄
と
そ
の
新
旧
漢
訳
諸
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
﹇
K
A
R
A
S
H
IM
A

2011]
pp.xxiii-xxiv︑

﹇
庄
司
二
〇
一
六
﹈
二
九
八
袞
三
〇
〇
頁
参
照
︒
漢
語
の
異
訳
の
う
ち
︑
支
謙
訳
﹃
大
明
度
経
﹄
巻
三
︵﹇
大
正
蔵
﹈
八
︑
四
九
〇
頁
上
︑
二

四
袞
二
九
行
︶
は
前
記
﹁
南
天
竺
｣・
｢西
天
竺
｣・
｢北
天
竺
﹂
の
と
こ
ろ
を
音
訳
し
て
﹁
釋
氏
國
｣・
｢會
多
尼
國
｣・
｢鬱
單
曰
國
﹂
と
し
て

い
る
︒
一
方
︑
羅
什
訳
﹃
小
品
般
若
波
羅
蜜
経
﹄
巻
四
︵﹇
大
正
蔵
﹈
八
︑
五
五
五
頁
上
二
七
行
袞
中
九
行
)・
施
護
訳
﹃
仏
母
出
生
三
法
蔵

般
若
波
羅
蜜
多
経
﹄
巻
一
〇
︵﹇
大
正
蔵
﹈
八
︑
六
二
三
頁
中
三
行
袞
二
四
行
︶
は
同
じ
と
こ
ろ
を
﹁
南
方
｣・
｢西
方
｣・
｢北
方
﹂
と
し
て

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶

五
五



い
る
︒
ま
た
別
の
異
訳
で
あ
る
玄
奘
訳
﹃
般
若
波
羅
蜜
多
経
﹄
第
四
会
︵
巻
五
四
六
︑﹇
大
正
蔵
﹈
七
︑
八
〇
八
頁
中
二
一
行
袞
八
〇
九
頁

上
二
三
行
)・
同
第
五
会
︵
巻
五
六
〇
︑﹇
大
正
蔵
﹈
七
︑
八
八
九
頁
下
二
五
袞
八
九
〇
頁
上
一
七
行
︶
に
も
対
応
個
所
が
あ
る
︒
そ
こ
で
記

述
さ
れ
た
先
述
の
方
角
の
順
序
等
は
他
の
す
べ
て
の
訳
と
異
な
る
が
︑
南
方
・
北
方
と
い
う
﹁
方
﹂
を
付
け
た
形
式
は
羅
什
訳
・
施
護
訳
と

共
通
す
る
︒
こ
の
よ
う
に
﹃
道
行
般
若
経
﹄
の
異
訳
に
は
新
旧
す
べ
て
﹁
天
竺
﹂
の
語
が
付
い
て
い
な
い
︒
こ
れ
ら
梵
本
と
漢
語
の
異
訳
か

ら
考
え
る
と
︑﹃
道
行
般
若
経
﹄
の
原
典
に
お
い
て
も
問
題
の
南
・
西
・
北
の
地
域
の
表
示
方
角
に
は
天
竺
に
対
応
す
る
語
が
付
い
て
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
地
域
が
イ
ン
ド
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
に
支
婁
迦
讖
が
﹁
天
竺
﹂
の
語
を
補
っ
て

訳
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒

(�
)
『魏
略
﹄
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
﹇
伊
藤
一
九
三
五
﹈
参
照
︒

(�
)
[余
太
山
二
〇
〇
五
﹈
二
五
六
袞
二
五
七
頁
︑
註
﹇
九
九
﹈︒

(
)
[長
澤
一
九
七
四
﹈
四
〇
五
袞
四
〇
六
頁
︑﹇
余
太
山
二
〇
〇
五
﹈
二
五
六
袞
二
五
七
頁
︑
註
﹇
九
九
﹈︒

10(
)
『後
漢
紀
﹄
卷
二
十
一
孝
桓
皇
帝
紀
上
︑
五
九
三
頁
︑﹃
後
漢
書
﹄
卷
七
孝
桓
帝
紀
︑
三
〇
六
・
三
〇
六
頁
︒﹃
後
漢
書
﹄
八
八
西
域
伝
︑

11

天
竺
の
条
︵
二
九
二
二
頁
︶
に
は
︑﹁
和
帝
時
︑
數
遣
使
貢
獻
﹂
と
あ
る
が
︑
同
書
巻
四
の
和
帝
︵
在
位
︑
章
和
二
︵
八
八
︶
～
元
興
元

︵
一
〇
五
︶
年
︶
の
本
紀
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
︑
史
実
と
は
考
え
に
く
い
︒

(
)
宗
性
抄
録
の
﹃
名
僧
伝
指
示
抄
﹄
に
よ
る
と
︑
そ
の
原
本
の
宝
唱
﹃
名
僧
伝
﹄
巻
一
に
は
﹁
漢
雒
陽
蘭
臺
寺
竺
迦
攝
摩
騰
一
﹂﹁
漢
雒
陽

12

蘭
臺
寺
竺
法
蘭
二
﹂
の
題
目
で
両
人
の
伝
記
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
一
方
︑
慧
皎
﹃
高
僧
伝
﹄
巻
一
に
は
両
者
の
伝
記
は
現
存

す
る
︒
そ
こ
で
は
(迦
)攝
摩
騰
は
竺
姓
を
付
け
ず
︑
竺
法
蘭
の
方
だ
け
竺
姓
を
付
け
て
名
が
記
さ
れ
て
い
る
︒

(
)
[鎌
田
一
九
八
二
﹈
一
一
四
袞
一
一
六
頁
︒

13(
)
[鎌
田
一
九
八
二
﹈
二
〇
八
袞
二
一
一
頁
︒

14(
)
『出
三
蔵
記
集
﹄
巻
一
三
︵
五
一
九
袞
五
二
一
頁
)・
『高
僧
伝
﹄
巻
四
︵
一
四
六
頁
︶
の
竺
叔
蘭
伝
︒

15

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶

五
六



(
)
康
僧
淵
︑
本
西
域
人
︒
生
于
長
安
︒
貌
雖
梵
人
語
實
中
國
︒
容
止
詳
正
志
業
弘
深
︒
誦
放
光
道
行
二
波
若
︑
即
大
小
品
也
︒
晉
成
之
世
︑

16

與
康
法
暢
支
敏
度
等
俱
過
江
︒︵﹃
高
僧
伝
﹄
巻
四
︑
康
僧
淵
伝
︑
一
五
〇
袞
一
五
一
頁
︶

合
維
摩
詰
經
五
卷
⁝
合
首
楞
嚴
經
八
卷
⁝
右
二
部
︑
凡
十
三
卷
︒
晉
惠
帝
時
︑
沙
門
支
敏
度
所
集
其
合
首
楞
嚴
︒
傳
云
︑
亦
愍
度
所
集
︑

既
闕
注
目
︑
未
詳
信
否
︒︵﹃
出
三
蔵
記
集
﹄
巻
二
︑
四
五
頁
︒︶

(
)
魏
晋
時
代
の
仏
教
僧
は
そ
れ
ぞ
れ
師
匠
の
姓
氏
を
称
す
る
の
を
習
慣
と
し
て
い
て
共
通
の
姓
氏
が
な
か
っ
た
が
︑
道
安
が
そ
れ
を
改
め
︑

17

釈
迦
の
一
字
を
と
っ
て
﹁
釈
﹂
を
仏
教
僧
共
通
の
姓
氏
に
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
︒
ま
た
道
安
は
初
め
師
匠
︵
竺
仏
図
澄
？
︶
の
姓
氏
に

従
い
竺
姓
を
称
し
て
い
た
︒﹃
高
僧
伝
﹄
巻
五
︑
釈
道
安
伝
︑
一
八
一
・
一
八
五
頁
︒

(
)
『晋
書
﹄
巻
五
︑
地
理
志
下
︑
四
五
〇
・
四
五
二
頁
︑﹃
元
和
郡
県
図
志
﹄
巻
一
一
︑
河
南
道
七
︑
三
〇
〇
頁
︑﹃
太
平
寰
宇
記
﹄
巻
二
四
︑

18

密
州
︑
五
〇
〇
袞
五
〇
一
頁
︒

(
)
[ク
ロ
ム
一
九
八
五
﹈
二
六
袞
二
七
頁
は
ス
マ
ト
ラ
の
い
ず
れ
か
の
地
の
可
能
性
あ
り
と
す
る
︒﹇
河
上
二
〇
〇
八
﹈
で
は
比
定
さ
れ
て
い

19

な
い
︒
し
か
し
そ
の
五
二
頁
の
図
一
の
地
図
で
は
ス
マ
ト
ラ
島
東
南
部
に
当
国
が
当
て
ら
れ
て
い
る
︒﹇
桜
井
二
〇
〇
一
﹈
一
三
一
頁
は
マ

ラ
ッ
カ
海
峡
の
国
と
す
る
︒
一
方
一
二
三
頁
の
地
図
︵
図
二
袞
二
︶
ス
マ
ト
ラ
島
南
部
に
当
て
て
い
る
︒﹇
深
見
二
〇
〇
一
﹈
二
六
五
頁
は

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
位
置
付
け
る
︒
一
方
二
五
七
頁
の
地
図
︵
図
一
︶
は
マ
レ
ー
半
島
南
部
に
当
て
て
い
る
︒﹇
冨
尾
一
九
七
六
﹈
三
五
頁
は

﹃
明
史
﹄
巻
三
二
四
︑
三
仏
斉
伝
の
比
定
を
援
用
し
て
﹁
ス
マ
ト
ラ
東
南
部
﹂
と
す
る
︒

(
)
表
文
で
は
︑
国
は
﹁
迦
毗
﹂
河
の
ほ
と
り
に
あ
り
︑
東
辺
が
海
に
面
す
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
︑
イ
ン
ド
東
南
部
の
臨
海
地
域
に
あ
る
こ

20

と
は
間
違
い
な
い
︒
一
方
﹇
河
上
二
〇
〇
八
﹈
は
こ
の
国
名
が
﹁
カ
ピ
ラ
バ
ス
ツ
﹂
を
指
す
と
す
る
が
︑
本
当
に
こ
の
国
か
ら
の
使
節
・
上

表
で
は
な
く
︑
ま
た
グ
プ
タ
朝
か
ら
の
真
の
使
節
・
上
表
で
も
な
い
と
す
る
︵
六
九
袞
七
〇
頁
︶︒

(
)
[桜
井
二
〇
〇
一
﹈
一
三
一
頁
は
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
の
国
と
す
る
︒﹇
深
見
二
〇
〇
一
﹈
二
六
四
袞
二
六
五
頁
は
比
定
困
難
と
考
え
て
い
る
よ

21

う
で
あ
る
︒
一
方
二
五
七
頁
の
地
図
︵
図
一
︶
は
ス
マ
ト
ラ
島
南
部
に
﹁
婆
皇
？
﹂
の
表
示
を
付
け
て
い
る
︒﹇
冨
尾
一
九
七
六
﹈
三
五
頁

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶

五
七



は
ス
マ
ト
ラ
南
部
を
示
唆
す
る
︒

(
)
こ
の
方
法
は
ソ
グ
ド
語
文
献
や
楼
蘭
出
土
の
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
世
俗
文
献
の
人
名
表
記
に
も
見
ら
れ
る
︒

22(
)
斤
陁
利
国
の
使
節
竺
留
陁
を
﹇
ク
ロ
ム
一
九
八
五
﹈
二
七
頁
は
イ
ン
ド
人
の
ル
ド
ラ
︵
R
udra︶
と
い
う
人
物
と
す
る
︒﹇
桜
井
二
〇
〇

23

一
﹈
も
﹁
宋
代
の
使
節
は
イ
ン
ド
人
ら
し
い
︒﹂
と
言
う
︵
一
三
一
頁
︶︒
ま
た
﹇
P
E
L
L
IO
T

1903]
p.252︑
n.4
と
﹇
C
Œ
D
È
S

1968]
p.23

も
︑
天
監
一
六
年
の
扶
南
か
ら
の
使
者
で
あ
る
竺
當
抱
老
に
言
及
し
︵
後
者
は
間
接
的
︶︑
姓
氏
か
ら
イ
ン
ド
人
と
判
断
し
て
い
る
︒

(
)
制
作
年
代
は
︑
本
書
に
檀
和
之
の
林
邑
遠
征
︵
四
四
六
年
︶
の
記
述
が
あ
り
︵﹇
渡
部
一
九
八
五
﹈
一
〇
三
頁
︶︑
ま
た
﹃
水
経
注
﹄︵
五

24

一
五
～
五
二
四
頃
成
立
︶
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
推
定
さ
れ
る
︒

(
)
地
理
比
定
は
﹇
桜
井
二
〇
〇
一
﹈
一
二
四
袞
一
二
五
頁
︵
本
史
料
に
も
言
及
︶
に
よ
る
︒
ペ
リ
オ
は
︑
引
用
文
中
の
﹁
兩
佛
圖
﹂
を
二
人

25

の
仏
教
徒
と
解
釈
で
き
る
こ
と
を
示
唆
す
る
一
方
︑
こ
の
部
分
の
構
文
が
変
則
的
で
︑
人
数
も
受
け
入
れ
が
た
い
も
の
で
あ
る
と
す
る

︵﹇
P
E
L
L
IO
T

1903]
p.279,note
5︶︒
筆
者
は
﹁
両
﹂
を
﹁
両
方
合
わ
せ
て
﹂
の
意
味
に
解
釈
し
︑﹁
仏
図
﹂
は
ペ
リ
オ
の
解
釈
に
従
っ
た
︒

(
)
東
南
ア
ジ
ア
の
﹁
イ
ン
ド
化
﹂
に
つ
い
て
の
セ
デ
ス
の
見
解
は
﹇
C
Œ
D
È
S

1968]
pp.14-35
に
“C
hapter
II.Indianization”
と
し
て
ま

26

と
め
ら
れ
て
い
る
︒
最
近
そ
の
理
論
を
再
検
討
し
た
研
究
と
し
て
は
﹇
青
山
二
〇
〇
七
﹈
が
あ
る
︒
本
稿
で
は
︑﹁
イ
ン
ド
化
﹂
の
定
義
と

そ
の
現
象
の
背
景
を
述
べ
る
上
で
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
照
し
た
︒

(
)
[青
山
二
〇
〇
七
﹈
一
三
三
袞
一
三
四
頁
︒

27(
)
[辛
島
二
〇
〇
一
﹈
三
一
八
袞
三
二
〇
頁
︑﹇
青
山
二
〇
〇
二
﹈
図
�
︑
一
五
袞
一
六
頁
に
概
括
さ
れ
て
い
る
︒

28(
)
作
成
年
代
に
つ
い
て
は
二
～
五
世
紀
頃
の
間
で
意
見
が
分
か
れ
る
︒﹇
石
澤
一
九
七
九
﹈
七
二
袞
七
六
頁
︑﹇
青
山
二
〇
〇
二
﹈
図
�
︑

29
﹇
石
澤
二
〇
一
三
﹈
一
五
三
袞
一
五
四
・
二
四
一
頁
註
一
四
︑
七
一
七
頁
参
照
︒
し
か
し
古
代
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
各
地
で
使
わ
れ
た
ブ

ラ
ー
フ
ミ
ー
文
字
の
字
形
の
比
較
に
よ
り
︑
本
碑
文
が
東
南
ア
ジ
ア
現
存
最
古
の
文
字
資
料
で
あ
る
こ
と
は
揺
る
が
な
い
︒﹇
青
山
二
〇
〇

二
﹈
図
�
︑
一
五
頁
︑
二
一
頁
の
註
一
一
︒
建
立
し
た
の
は
林
邑
人
と
の
説
の
ほ
か
に
扶
南
人
と
の
説
︵
セ
デ
ス
︶
も
あ
る
︒﹇
杉
本
一
九

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶

五
八



五
六
﹈
一
四
六
頁
注
参
照
︒

(
)
プ
ラ
サ
ー
ト
・
プ
ラ
ム
・
ロ
ヴ
ェ
ア
ン
碑
文
︵
K
.5︶
は
五
世
紀
頃
の
も
の
で
︑
メ
コ
ン
・
デ
ル
タ
地
帯
の
タ
ッ
プ
・
ム
オ
イ
地
方
︵
ベ

30

ト
ナ
ム
︶
で
発
見
さ
れ
た
︒
ネ
ア
ッ
ク
・
タ
・
ダ
ン
バ
ン
・
ダ
エ
ク
碑
文
︵
K
.875︶︑
は
タ
・
カ
エ
ウ
地
方
︵
カ
ン
ボ
ジ
ア
︶
で
発
見
さ

れ
︑
前
碑
文
よ
り
少
し
後
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
ワ
ッ
ト
・
バ
テ
ィ
碑
文
︵
別
名
タ
・
プ
ロ
ー
ム
T
a
Prohm
碑
文
︑
K
.40︶
は
五
～

六
世
紀
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
仏
教
刻
文
で
︑
タ
・
カ
エ
ウ
地
方
で
発
見
さ
れ
た
︒
以
上
に
つ
い
て
は
﹇
石
澤
二
〇
一
三
﹈
一
四
八
袞
一
五

〇
頁
参
照
︒
こ
れ
ら
碑
文
に
つ
い
て
は
﹇
佐
藤
・
川
上
二
〇
一
六
﹈
一
三
〇
袞
一
三
一
頁
で
も
解
説
さ
れ
て
い
る
︒
作
成
年
代
は
多
少
遅
く

推
定
し
て
い
る
が
︑
確
か
に
扶
南
の
も
の
と
す
る
点
は
変
わ
ら
な
い
︒

(
)
[ク
ロ
ム
一
九
八
五
﹈
一
六
袞
一
八
頁
︑﹇
C
A
S
P
A
R
IS

1975]
pp.14-18
参
照
︒

31(
)
[佐
藤
・
川
上
二
〇
一
六
﹈
一
三
三
頁
︒

32(
)
[山
﨑
二
〇
一
六
﹈
一
六
一
頁
︵
N
o.1︶︒

33(
)
[崎
山
一
九
八
八
﹈
一
六
九
〇
頁
︑﹇
山
﨑
二
〇
一
六
﹈
一
六
三
袞
一
六
四
頁
︵
N
o.6)・
一
六
六
頁
︵
N
o.10︶︒

34(
)
ベ
ト
ナ
ム
中
部
の
ク
ァ
ン
ナ
ム
省
の
チ
ァ
キ
ュ
ウ
出
土
︒
作
成
年
代
に
つ
い
て
は
﹇
M
A
R
R
IS
O
N

1975]
pp.53-54︑﹇
青
山
二
〇
〇
二
﹈

35

図
�
︑
一
五
頁
参
照
︒
た
だ
し
異
論
も
あ
る
︒﹇
松
浦
二
〇
一
六
﹈
一
二
四
頁
の
註
�
・
�
︒

(
)
[M
A
R
R
IS
O
N

1975]
p.53︒

36(
)
咸
康
二
︵
三
三
六
︶
～
永
和
三
︵
三
四
七
︶
年
の
間
の
林
邑
︵
＝
チ
ャ
ン
パ
ー
︶
か
ら
東
晋
へ
の
使
節
に
つ
い
て
︑﹃
晋
書
﹄
巻
九
七
︑

37

四
夷
伝
︑
林
邑
の
条
︵
二
五
四
六
頁
︶
に
は
﹁︵
林
邑
王
︑
文
︶
遣
使
通
表
入
貢
於
帝
︑
其
書
皆
胡
字
︒﹂
と
あ
る
︒
林
邑
の
チ
ャ
ム
語
は
国

書
に
用
い
る
外
交
語
と
し
て
国
際
的
に
通
用
し
た
の
か
疑
問
で
あ
る
こ
と
や
︑
年
代
を
考
え
る
と
︑
お
そ
ら
く
国
書
は
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
文
字

の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
書
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
︒

(
)
[河
上
二
〇
〇
八
﹈
七
八
袞
八
一
頁
︒﹇
高
僧
伝
﹈
巻
三
︑
求
那
毘
地
伝
︑﹇
続
高
僧
伝
﹈
巻
一
︑
僧
伽
婆
羅
伝
︒

38
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(
)
[高
僧
伝
﹈
巻
三
所
収
の
各
人
の
伝
記
︒

39(
)
[高
僧
伝
﹈
巻
三
︑
求
那
跋
摩
伝
︑
一
〇
七
頁
︒

40(
)
[鈴
木
中
正
一
九
六
四
]・
[石
雲
濤
二
〇
〇
五
]・
[金
子
二
〇
〇
七
]・
[河
上
二
〇
〇
八
]・
[石
少
穎
二
〇
一
三
]・
[鈴
木
靖
民
二
〇
一

41

四
﹈
を
主
と
し
て
参
照
し
た
︒

(
)
こ
れ
ら
墓
誌
は
︑﹃
唐
代
墓
誌
彙
編
﹄
一
三
四
︑
一
六
四
袞
一
六
五
頁
に
録
文
が
載
録
さ
れ
て
い
る
が
︑
竺
姓
や
竺
氏
一
族
に
つ
い
て
の

42

詳
し
い
情
報
は
伝
え
て
い
な
い
︒

(
)
す
で
に
元
嘉
七
年
に
兗
州
刺
史
の
竺
霊
秀
は
北
魏
と
の
戦
闘
中
に
率
い
て
い
た
自
軍
を
放
棄
し
た
罪
に
よ
り
誅
殺
さ
れ
て
い
る
︵﹃
宋
書
﹄

43

巻
五
︑
文
帝
紀
︑
七
九
頁
︑﹃
南
史
﹄
巻
二
五
︑
到
彥
之
伝
︑
六
七
五
頁
︶︒
ま
た
竺
超
民
の
孫
の
微
は
貧
し
い
境
遇
に
陥
っ
て
い
た
︵﹃
南

斉
書
﹄
巻
四
一
︑
張
融
伝
︑
七
二
八
頁
︶︒
少
な
く
と
も
竺
霊
秀
と
竺
微
の
子
孫
は
没
落
し
て
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
︒

(
)
採
録
さ
れ
た
︑
姓
氏
の
わ
か
る
漢
字
人
名
の
総
数
は
一
万
九
七
六
五
人
に
上
る
︒

44(
)
[石
墨
林
二
〇
〇
二
袞
二
〇
〇
五
]・
[石
墨
林
二
〇
一
二
ａ
﹈
に
よ
る
と
﹃
大
谷
文
書
集
成
﹄
Ⅰ
袞
Ⅳ
所
収
文
書
中
に
竺
姓
の
人
名
の
記

45

録
は
な
い
︒﹇
石
墨
林
二
〇
一
二
ｂ
﹈
に
よ
る
と
﹃
新
出
吐
魯
番
文
書
及
其
研
究
﹄
所
収
文
書
中
一
名
︑﹃
吐
魯
番
出
土
文
書
人
名
地
名
索

引
﹄
に
よ
る
と
﹃
吐
魯
番
出
土
文
書
﹄
所
収
文
書
中
二
二
名
︵
竺
姓
の
み
分
か
り
名
は
不
明
の
六
例
も
含
む
︶︑﹃
新
獲
吐
魯
番
出
土
文
書
﹄

巻
末
の
人
名
索
引
に
よ
る
と
同
書
所
収
文
書
中
二
名
の
竺
姓
の
人
物
が
知
ら
れ
る
︒
ま
た
こ
れ
ら
の
中
に
明
ら
か
に
官
人
と
わ
か
る
人
物
も

見
ら
れ
な
い
︒

(
)
『芸
文
類
聚
﹄
巻
七
六
︑
内
典
上
︵
一
二
九
四
頁
︶
に
は
︑﹁
宋
元
嘉
起
居
注
曰
︑
阿
(呵
)羅
單
國
王
毗
沙
跋
摩
遣
使
云
︑
諸
佛
世
尊
︑
常

46

樂
安
隱
︑
處
雪
山
陰
︑
雪
水
流
注
︑
百
川
洋
溢
︑
以
[八
]味
清
淨
︑
周
迴
[匝
]屈
曲
︑
從
[順
]趣
大
海
︑
一
切
衆
生
︑
咸
得
受
用
︒﹂
と
い

う
一
節
が
記
録
さ
れ
て
い
る
︒﹃
宋
書
﹄
卷
九
七
の
呵
羅
単
国
の
上
表
文
②
は
よ
り
長
文
で
は
あ
る
が
︑
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
文
節
を
含
む

︵
二
三
八
一
頁
︶︒
引
用
文
の
﹇

﹈
の
部
分
は
︑
前
接
す
る
字
と
異
な
る
﹃
宋
書
﹄
側
の
異
読
で
あ
る
︒
こ
の
一
節
か
ら
考
え
る
と
︑
呵
羅

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶
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単
国
の
上
表
文
②
は
﹃
宋
元
嘉
起
居
注
﹄
に
載
録
さ
れ
て
い
た
と
見
て
間
違
い
な
い
︒
そ
し
て
元
嘉
年
間
の
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か

ら
の
他
の
上
表
文
も
同
じ
起
居
注
に
載
録
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
︒﹃
宋
元
嘉
起
居
注
﹄
は
︑﹃
芸
文
類
聚
﹄
が
編
纂
さ
れ
た
唐
初
ま
で

伝
え
ら
れ
て
い
た
以
上
︑
さ
ら
に
遡
る
南
朝
梁
の
朝
廷
に
も
現
存
し
て
い
た
可
能
性
が
十
分
考
え
ら
れ
る
︒
そ
う
す
る
と
呵
羅
単
国
の
上
表

文
②
に
類
似
す
る
梁
代
の
干
陁
利
国
の
上
表
文
は
︑﹃
宋
元
嘉
起
居
注
﹄
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
梁
の
朝
廷
で
作
成
で
き
て
し
ま
う
可
能
性
も

出
て
く
る
︒

文
献
目
録

略
号
・
史
料

[漢
籍
電
子
文
献
﹈：﹃
漢
籍
電
子
文
献
﹄
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
︑
台
北
︒

[四
庫
全
書
電
子
版
﹈：﹃
文
淵
閣
四
庫
全
書
電
子
版
﹄
袞
原
文
及
全
文
検
索
版
袞
︑
迪
志
文
化
出
版
︑
香
港
︑
一
九
九
九
年
︒

[大
漢
和
﹈：﹃
大
漢
和
辞
典
﹄
修
訂
版
︑
諸
橋
轍
次
著
︑
大
修
館
書
店
︑
一
九
八
四
袞
一
九
八
六
年
︒

[大
詞
典
﹈：﹃
漢
語
大
詞
典
﹄
第
�
版
︑
羅
竹
風
主
編
︑
漢
語
大
詞
典
出
版
社
︑
上
海
︑
二
〇
〇
一
年
︒

[大
正
蔵
﹈：﹃
大
正
新
脩
大
蔵
経
﹄
高
楠
順
次
郎
・
渡
辺
海
旭
主
編
︑
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
︑
一
九
二
四
袞
一
九
三
四
年
︒

[二
十
四
史
人
名
索
引
﹈：﹃
二
十
四
史
人
名
索
引
﹄︑
中
華
書
局
︑
北
京
︑
一
九
九
八
年
︒

[標
点
本
﹈：
標
点
本
二
十
四
史
︑
中
華
書
局
︑
北
京
︒

[C
B
E
T
A
﹈：﹃
C
B
E
T
A

V
ersion
2014﹄
中
華
電
子
仏
典
協
会
︵
C
hinese
B
uddhist
E
lectronic
T
ext
A
ssociation︶︑
台
北
︑

電
子
仏
典
集
成

二
〇
一
四
年
︒

『大
谷
文
書
集
成
﹄
Ⅰ
袞
Ⅳ
︑
小
田
義
久
編
著
︑
法
蔵
館
︑
一
九
八
四
袞
二
〇
一
〇
年
︒

『玉
函
山
房
輯
佚
書
續
編
三
種
﹄
王
仁
俊
輯
︵
上
海
古
籍
出
版
社
︑
上
海
︑
一
九
八
九
年
︶︒

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶
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『芸
文
類
聚
﹄
欧
陽
詢
撰
︵
上
・
下
︑
汪
紹
楹
校
︑
上
海
古
籍
出
版
社
︑
上
海
︑
一
九
八
二
年
︶︒

『元
和
郡
県
図
志
﹄
李
吉
甫
撰
︵
賀
次
君
点
校
︑
上
・
下
︑
中
国
古
代
地
理
総
志
叢
刊
︑
中
華
書
局
︑
北
京
︑
一
九
八
三
年
︶︒

『元
和
姓
纂
﹄
林
宝
撰
︵﹃
元
和
姓
纂
袞
附
四
校
記
袞
﹄
上
・
中
・
下
︑
岑
仲
勉
校
記
︑
中
華
書
局
︑
北
京
︑
一
九
九
四
年
︶︒

『広
韻
﹄
陳
彭
年
等
撰
︵﹃
校
正
宋
本
広
韻
﹄
周
祖
謨
校
正
︑
芸
文
印
書
館
︑
台
北
︑
二
〇
〇
八
年
︶︒

『高
僧
伝
﹄
慧
皎
撰
︵
中
国
仏
教
典
籍
選
刊
︑
中
華
書
局
︑
北
京
︑
一
九
九
二
年
︶︒

『後
漢
紀
﹄
袁
宏
撰
︵﹃
後
漢
紀
校
注
﹄
周
天
游
校
注
︑
天
津
古
籍
出
版
社
︑
天
津
︑
一
九
八
七
年
︶︒

『古
今
姓
氏
書
弁
証
﹄
鄧
名
世
・
鄧
椿
年
撰
︵﹃
古
今
姓
氏
書
弁
証

附
校
勘
﹄
叢
書
集
成
初
編
︑
三
二
九
七
袞
三
三
〇
四
冊
所
収
︑
商
務
印
書
館
︑

上
海
︑
一
九
三
六
年
︶︒

『冊
府
元
亀
﹄
王
欽
若
等
編
︵
全
一
二
冊
︑
周
勛
初
等
校
訂
︑
鳳
凰
出
版
社
︑
南
京
︑
二
〇
〇
六
年
︶︒

『出
三
蔵
記
集
﹄
僧
祐
撰
︵
中
国
仏
教
典
籍
選
刊
︑
中
華
書
局
︑
北
京
︑
一
九
九
五
年
︶︒

『新
獲
吐
魯
番
出
土
文
書
﹄
上
・
下
︑
栄
新
江
・
李
肖
・
孟
憲
実
主
編
︑
中
華
書
局
︑
北
京
︑
二
〇
〇
八
年
︒

『姓
解
﹄
邵
思
撰
︵﹇
国
会
図
書
館
蔵
北
宋
刊
本
の
影
印
本
﹈

劉
玉
才
・
稲
畑
耕
一
郎
編
﹃
日
本
国
会
図
書
館
蔵
宋
元
本
漢
籍
選
刊
﹄
第
七
巻
︑
国

外
所
蔵
漢
籍
善
本
叢
刊
︑
鳳
凰
出
版
社
︑
南
京
︑
二
〇
一
三
年
︑
一
袞
一
三
四
頁
所
収
︶︒

『姓
氏
急
就
篇
﹄
王
應
麟
撰
︵﹃
玉
海
﹄
附
︑
巻
二
〇
四
︑
国
会
図
書
館
蔵
︑
後
至
元
六
年
刊
本
︑
第
七
九
冊
所
収
︶︒

デ
ジ
タ
ル
画
像
：
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2586098?tocO
pened=
1

『太
平
寰
宇
記
﹄
楽
史
撰

(王
文
楚
点
校
︑
全
九
冊
︑
中
国
古
代
地
理
総
志
叢
刊
︑
中
華
書
局
︑
北
京
︑
二
〇
〇
七
年
︶︒

『太
平
御
覧
﹄
李
昉
等
撰
︵﹇
南
宋
蜀
刊
本
ほ
か
の
影
印
本
﹈
中
華
書
局
︑
北
京
︑
一
九
六
三
年
︶︒

『通
志
﹄
鄭
樵
撰
︵
全
三
冊
︑
浙
江
古
籍
出
版
社
︑
杭
州
︑
一
九
八
八
年
︶︒

『東
観
漢
記
校
注
﹄
上
・
下
︑
呉
樹
平
校
註
︑
中
国
史
学
基
本
典
籍
叢
刊
︑
中
華
書
局
︑
北
京
︑
二
〇
〇
八
年
︒

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶
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『唐
代
墓
誌
彙
編
﹄
上
・
下
︑
周
紹
良
主
編
︑
上
海
古
籍
出
版
社
︑
上
海
︑
一
九
九
二
年
︒

『吐
魯
番
出
土
文
書
﹄
壹
袞
肆
︑
中
国
文
物
研
究
所
他
編
︑
文
物
出
版
社
︑
北
京
︑
一
九
九
二
袞
一
九
九
六
年
︒

『風
俗
通
義
﹄
応
卲
撰
︵﹃
風
俗
通
義
校
注
﹄
上
・
下
︑
新
編
諸
子
集
成
続
編
︑
王
利
器
校
注
︑
中
華
書
局
︑
北
京
︑
一
九
八
一
年
︶︒

『名
僧
伝
指
示
抄
﹄
文
暦
二
︵
一
二
三
五
︶
年
︑
宗
性
書
写
︑
東
大
寺
図
書
蔵
︑
所
蔵
番
号
：
一
一
三
函
一
一
七
号
一
冊
︒﹃
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄

第
七
七
巻
︑
国
書
刊
行
会
︑
一
九
八
七
年
︑
三
四
六
ｂ
袞
三
五
〇
ｃ
︑
三
五
九
ｂ
袞
三
六
二
ｃ
頁
収
録
︒

A
ṡṫasāhasrikā
P
rajñāpāram
itā
w
ith
H
aribhadra’sC
om
m
entary
C
alled
Ā
loka.B
uddhistSanskritT
exts
N
o.4.E
d.by
P.L.V
aidya,

D
arbhanga:T
he
M
ithila
Institute
of
Post-G
raduate
Studies
and
R
esearch
in
Sanskrit
Learning,1960.

そ
の
他

青
山
亨
︵
二
〇
〇
二
︶：﹁
東
南
ア
ジ
ア
島
嶼
部
に
お
け
る
イ
ン
ド
系
文
字
﹂﹃
上
智
ア
ジ
ア
学
﹄
第
二
〇
号
︑
一
一
袞
二
三
頁
︒

青
山
亨
︵
二
〇
〇
七
︶：﹁
イ
ン
ド
化
再
考
袞
東
南
ア
ジ
ア
と
イ
ン
ド
文
明
と
の
対
話
袞
﹂﹃
総
合
文
化
研
究
﹄︵
東
京
外
国
語
大
学
︶
第
一
〇
号
︑
一

二
二
袞
一
四
三
頁
︒

石
澤
良
昭
︵
二
〇
一
三
︶：﹃︿
新
﹀
古
代
カ
ン
ボ
ジ
ア
史
研
究
﹄
風
響
社
︒

伊
藤
徳
男
︵
一
九
三
五
︶：﹁
魏
略
の
製
作
年
代
に
就
い
て
﹂﹃
歴
史
学
研
究
﹄
第
四
巻
第
一
号
︑
六
九
袞
七
二
頁
︒

王
壮
弘
・
馬
成
名
︵
二
〇
〇
八
年
︶：﹃
六
朝
墓
誌
検
要
﹄
修
訂
本
︑
崇
善
樓
書
系
︑
上
海
書
店
出
版
社
︑
上
海
︒

梶
山
智
史
︵
二
〇
一
三
︶：﹃
北
朝
隋
代
墓
誌
所
在
総
合
目
録
﹄
明
治
大
学
東
洋
史
資
料
叢
刊
一
一
︑
明
治
大
学
文
学
部
東
洋
史
研
究
室
︒

梶
山
雄
一
・
丹
治
昭
義
﹇
訳
﹈︵
一
九
七
四
袞
一
九
七
五
︶：﹃
八
千
頌
般
若
経
﹄
Ⅰ
・
Ⅱ
︑
大
乗
仏
典
二
・
三
︑
中
央
公
論
社
︒

金
子
修
一
︵
二
〇
〇
七
︶：﹁﹃
宋
書
﹄
夷
蛮
伝
に
関
す
る
覚
書
﹂﹃
国
学
院
雑
誌
﹄
一
〇
八
巻
三
号
︑
一
袞
一
五
頁
︒

鎌
田
茂
雄
︵
一
九
八
二
︶：﹃
中
国
仏
教
史
﹄
袞
第
一
巻

初
伝
期
の
仏
教
袞
︑
東
京
大
学
出
版
会
︒

前
漢
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
竺
姓
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
︵
斉
藤
︶
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三



辛
島
昇
︵
二
〇
〇
一
︶：﹁
古
代
・
中
世
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
発
展
と
イ
ン
ド
洋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂
池
端
雪
浦
ほ
か
編
﹃
岩
波
講
座

東
南
ア

ジ
ア
史
﹄
袞
第
一
巻

原
史
東
南
ア
ジ
ア
世
界
袞
︑
岩
波
書
店
︑
三
〇
九
袞
三
三
六
頁
︒

河
上
麻
由
子
︵
二
〇
〇
八
︶：﹁
中
国
南
朝
の
対
外
関
係
に
お
い
て
仏
教
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
袞
南
海
諸
国
の
上
表
文
の
検
討
を
中
心
に
袞
﹂

同
﹃
古
代
ア
ジ
ア
世
界
の
対
外
交
渉
と
仏
教
﹄
山
川
出
版
社
︑
二
〇
一
一
年
︑
六
六
袞
一
〇
二
頁
︑
所
収
︒

袂
袒
︵
二
〇
一
四
︶：﹁﹁
梁
職
貢
図
﹂
と
東
南
ア
ジ
ア
国
書
﹂
鈴
木
靖
民
・
金
子
修
一
編
﹃
梁
職
貢
図
と
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
﹄
勉
誠
出
版
︑
四

〇
五
袞
四
二
六
頁
︒

ク
ロ
ム
︑
N
.J.著
﹇
K
rom
,N
icolaas
Johannes︑
有
吉
厳
編
訳
﹈︵
一
九
八
五
︶：﹃
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
古
代
史
﹄
天
理
教
道
友
社
︒

桑
原
隲
蔵
︵
一
九
二
六
︶：﹁
隋
唐
時
代
に
支
那
に
来
住
し
た
西
域
人
に
就
い
て
﹂﹃
桑
原
隲
蔵
全
集
﹄
第
二
巻
︑
岩
波
書
店
︑
一
九
六
八
年
︑
二
七

〇
袞
三
六
〇
頁
︑
収
録
︒

氣
賀
澤
保
規
︵
二
〇
一
七
︶：﹃
新
編
唐
代
墓
誌
所
在
総
合
目
録
﹄
明
治
大
学
東
洋
史
資
料
叢
刊

一
三
︑
明
治
大
学
東
ア
ジ
ア
石
刻
文
物
研
究
所
︒

坂
元
義
種
︵
一
九
八
〇
︶：﹁﹃
宋
書
﹄
倭
国
伝
の
史
料
的
性
格
袞
と
く
に
武
の
上
表
文
を
め
ぐ
っ
て
袞
﹂
上
田
正
昭
﹇
他
﹈
編
﹃
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
日
本

古
代
史
﹄
袞
下

倭
の
五
王
を
中
心
に
袞
︑
光
文
社
︑
四
四
二
袞
四
五
三
頁
︒

崎
山
理
︵
一
九
八
八
︶：﹁
古
ジ
ャ
ワ
語
﹂﹃
言
語
学
大
辞
典
﹄
袞
第
一
巻

世
界
言
語
編
︵
上
︶
袞
︑
三
省
堂
︑
一
六
九
〇
袞
一
六
九
三
頁
︒

桜
井
由
躬
雄
︵
二
〇
〇
一
︶：﹁
南
海
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
成
立
﹂
池
端
雪
浦
ほ
か
編
﹃
岩
波
講
座

東
南
ア
ジ
ア
史
﹄
袞
第
一
巻

原
史
東
南
ア

ジ
ア
世
界
袞
︑
岩
波
書
店
︑
一
一
三
袞
一
四
六
頁
︒

佐
藤
恵
子
・
川
上
桂
︵
二
〇
一
六
︶：﹁
重
要
刻
文
解
説
︵
ク
メ
ー
ル
︶﹂
深
見
純
生
編
﹃
東
南
ア
ジ
ア
古
代
史
の
複
合
的
研
究
﹄︵
二
〇
一
三
～
二
〇

一
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
︵
基
盤
研
究
Ｂ
︶
研
究
成
果
報
告
書
︶︑
桃
山
学
院
大
学
総
合
研
究
所
︑
一
二
九
袞
一
五
九
頁
︒

周
祖
謨
︵
一
九
八
三
︶：﹃
唐
五
代
韻
書
集
存
﹄
上
・
下
︑
中
華
書
局
︑
北
京
︒

庄
司
史
生
︵
二
〇
一
六
︶：﹃
八
千
頌
般
若
経
の
形
成
史
的
研
究
﹄
立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
叢
書
︑
山
喜
房
仏
書
林
︒

前
漢
か
ら
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代
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の
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て
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書
き
︵
斉
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新
川
登
亀
男
︵
二
〇
一
四
︶：﹁﹁
梁
職
貢
図
﹂
と
﹃
梁
書
﹄
諸
夷
伝
の
上
表
文
袞
仏
教
東
伝
の
準
備
的
考
察
袞
﹂
鈴
木
靖
民
・
金
子
修
一
編
﹃
梁
職

貢
図
と
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
﹄
勉
誠
出
版
︑
一
六
六
袞
一
九
七
頁
︒

杉
本
直
治
郎
︵
一
九
四
一
︶：﹁﹁
天
竺
﹂
名
中
国
伝
来
経
路
考
﹂﹃
東
亜
論
叢
﹄
Ⅳ
︑
同
﹃
東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
﹄
Ⅰ
︑
巌
南
堂
書
店
︑
一
九
五
六
年
︑

六
三
七
袞
六
七
一
頁
収
録
︒

鈴
木
中
正
︵
一
九
六
四
︶：﹁
南
海
諸
国
か
ら
南
朝
に
送
ら
れ
た
国
書
に
つ
い
て
﹂﹃
鈴
木
俊
教
授
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
﹄
鈴
木
俊
教
授
還
暦
記
念

会
︑
三
三
三
袞
三
四
八
頁
︒

鈴
木
靖
民
︵
二
〇
一
四
︶：﹁
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
史
と
東
ア
ジ
ア
世
界
史
袞
梁
の
国
際
関
係
・
国
際
秩
序
・
国
際
意
識
を
中
心
と
し
て
袞
﹂
鈴
木

靖
民
・
金
子
修
一
編
﹃
梁
職
貢
図
と
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
﹄
勉
誠
出
版
︑
三
袞
四
四
頁
︒

石
雲
濤
︵
二
〇
〇
五
︶：﹁
両
晋
南
朝
与
東
南
亜
︑
南
亜
海
上
交
通
﹂
石
源
華
・
胡
礼
忠
主
編
﹃
東
亜
漢
文
化
圏
与
中
国
関
係
﹄
中
国
社
会
科
学
出
版

社
︑
一
三
八
袞
一
五
三
頁
︒

石
少
穎
︵
二
〇
一
三
︶：﹁
論
南
朝
時
期
東
南
亜
国
家
対
〝
華
夷
秩
序
〟
的
認
同
問
題
袞
以
中
国
正
史
資
料
為
視
角
袞
﹂﹃
東
南
亜
研
究
﹄
二
〇
一
三

年
第
一
期
︑
九
二
袞
一
〇
〇
頁
︒

石
墨
林
︵
二
〇
〇
二
袞
二
〇
〇
五
︶：﹁︽
大
谷
文
書
集
成
︾︵
壹
)・
(貳
)・
(参
︶
人
名
地
名
索
引
袞
附
録

与
其
它
吐
魯
番
文
書
互
見
的
人
名
地
名
﹂

﹃
魏
晋
南
北
朝
隋
唐
史
資
料
﹄
第
一
九
輯
︑
二
三
二
袞
二
六
八
頁
︑
同
第
二
〇
輯
︑
二
八
四
袞
三
〇
七
頁
︑
同
第
二
二
輯
︑
二
三
六
袞
二
五
三
頁
︒

袂
袒
︵
二
〇
一
二
ａ
︶：﹁︽
吐
魯
番
伯
孜
克
里
克
石
窟
出
土
漢
文
仏
教
典
籍
︾︑︽
大
谷
文
書
集
成
・
肆
︾
人
名
地
名
索
引
﹂﹃
魏
晋
南
北
朝
隋
唐
史
資

料
﹄
第
二
八
輯
︑
三
〇
三
袞
三
〇
八
頁
︒

袂
袒
︵
二
〇
一
二
ｂ
︶：﹁
若
干
部
吐
魯
番
文
書
之
間
互
見
的
人
名
地
名
索
引
﹂﹃
魏
晋
南
北
朝
隋
唐
史
資
料
﹄
第
二
八
輯
︑
三
〇
九
袞
三
五
一
頁
︒

田
中
於
'
彌
︵
一
九
五
七
︶：﹁
天
竺
名
義
考
﹂﹃
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
﹄
第
九
号
︑
同
﹃
酔
花
集
袞
イ
ン
ド
学
論
文
・
訳
詩
集
袞
﹄
春
秋
社
︑
一

九
七
四
年
︑
七
袞
一
三
頁
収
録
︒
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陳
連
慶
︵
一
九
九
三
︶：﹃
中
国
古
代
少
数
民
族
姓
氏
研
究
﹄
吉
林
文
史
出
版
社
︑
長
春
︒

土
肥
義
和
︵
二
〇
一
五
︶：﹃
八
世
紀
末
期
～
一
一
世
紀
初
期

燉
煌
氏
族
人
名
集
成
﹄
袞
氏
族
人
名
篇

人
名
篇
袞
︑
汲
古
書
院
︒

冨
尾
武
弘
︵
一
九
七
六
︶：﹁
呵
羅
単
国
考
﹂﹃
東
洋
史
苑
﹄
第
一
〇
号
︑
三
五
袞
四
四
頁
︒

長
澤
和
俊
︵
一
九
七
四
︶：﹁
甘
英
の
西
使
に
つ
い
て
﹂﹃
東
洋
学
術
研
究
﹄
第
一
三
巻
四
号
︑
同
﹃
シ
ル
ク
・
ロ
ー
ド
史
研
究
﹄
国
書
刊
行
会
︑
一

九
七
九
年
︑
三
九
八
袞
四
一
四
頁
収
録
︒

深
見
純
生
︵
二
〇
〇
一
︶：﹁
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
交
易
世
界
の
変
遷
﹂
池
端
雪
浦
他
編
︑﹃
岩
波
講
座

東
南
ア
ジ
ア
史
﹄
袞
第
一
巻

原
史
東
南
ア
ジ

ア
世
界
袞
︑
岩
波
書
店
︑
二
五
五
袞
二
八
三
頁
︒

松
浦
史
明
︵
二
〇
一
六
︶：﹁
近
年
の
チ
ャ
ン
パ
ー
刻
文
研
究
と
重
要
刻
文
解
説
︵
一
〇
世
紀
ま
で
︶﹂
深
見
純
生
編
﹃
東
南
ア
ジ
ア
古
代
史
の
複
合

的
研
究
﹄︵
二
〇
一
三
～
二
〇
一
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
︵
基
盤
研
究
Ｂ
︶
研
究
成
果
報
告
書
︶︑
桃
山
学
院
大
学
総
合
研
究
所
︑
一
一
五
袞

一
二
七
頁
︒

山
﨑
美
保
︵
二
〇
一
六
︶：﹁
重
要
刻
文
解
説
︵
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
︶﹂
深
見
純
生
編
﹃
東
南
ア
ジ
ア
古
代
史
の
複
合
的
研
究
﹄︵
二
〇
一
三
～
二
〇
一
五

年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
︵
基
盤
研
究
Ｂ
︶
研
究
成
果
報
告
書
︶︑
桃
山
学
院
大
学
総
合
研
究
所
︑
一
六
一
袞
一
八
一
頁
︒

姚
薇
元
︵
一
九
五
八
︶：﹃
北
朝
胡
姓
考
﹄︵
修
訂
本
︑
中
華
書
局
︑
北
京
︑
二
〇
一
二
年
︶︒

余
太
山
︵
二
〇
〇
五
︶：﹃
両
漢
魏
晋
南
北
朝
正
史
西
域
伝
要
注
﹄
中
華
書
局
︑
北
京
︒

李
方
・
王
素
編
︵
一
九
九
六
︶：﹃
吐
魯
番
出
土
文
書
人
名
地
名
索
引
﹄
文
物
出
版
社
︑
北
京
︒

柳
洪
亮
︵
一
九
九
七
︶：﹃
新
出
吐
魯
番
文
書
及
其
研
究
﹄
新
疆
人
民
出
版
社
︑
烏
魯
木
斉
︒

渡
部
武
︵
一
九
八
五
︶：﹁
朱
應
・
康
泰
の
扶
南
見
聞
録
輯
本
稿
袞
三
国
呉
の
遣
カ
ン
ボ
ジ
ア
使
節
の
記
録
の
復
原
袞
﹂﹃
東
海
大
学
紀
要
袞
文
学
部

袞
﹄
四
三
︑
七
袞
二
八
頁
︒

前
漢
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Summary

Memorandum on the Surname “Zhu” 竺 During
the Period from the Former Han Dynasty to the

Sui Dynasty
衾Intersection of the Histories of China, India, and Southeast Asia衾

SAITÔ Tatuya

In ancient China, persons of Indian origin announced themselves as

“Zhu” 竺, based on “Tianzhu” 天竺 (the historical East Asian name for

India). However, people with the surname “Zhu” who were recorded in

Chinese sources included many of those who lived in China and were not

necessarily related to India, as well as many envoys who had been

dispatched from Southeast Asia to China. The origin of these people has not

been sufficiently examined. This study examined the history of the

surname “Zhu” as it appeared in historical materials written in Chinese

classics during the period from the Former Han 前漢 Dynasty to the Sui 隋

Dynasty.

By confirming the time when the country name of “Tianzhu” was

established, and reexamining the origins of people with the surname “Zhu,”

the following conclusions were reached:

(1) Although people with the surname “Zhu” had already lived in China

from the Former Han Dynasty to the beginning of the Later Han 後漢

Dynasty, the country name of “Tianzhu” was not yet used. Therefore,

the surname “Zhu” was not related to the country name “Tianzhu”

during that period. People with the surname “Zhu” were judged to be

Chinese at that time.

(2) The country name of “Tianzhu” began to be used in the second century.

The time when people of Indian origin began to use the surname “Zhu”
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衾which was derived from “Tianzhu” 衾was presumed to be the

middle of the second century (the Later Han period) at the earliest,

after the country name of “Tianzhu” had become popular. However, in

the existing documents, the reliable records of people of Indian origin

with the surname “Zhu” could only be traced back to the middle of the

third century.

(3) In the Jin 晋 Dynasty (265-420) and the Northern and Southern

Dynasties, multiple people with the surname “Zhu” related to the

Dongguan Commandery 東 莞郡 and the Ju District 莒県 were

recorded in the dynastic histories. However, the social positions and

occupations of these people were not connected with India. Because

Chinese people with the surname “Zhu” had existed in the past, it is

reasonable to believe that these people were Chinese.

(4) There were many people with the surname “Zhu” in envoys who were

dispatched from India and Southeast Asian countries to the Southern

Dynasty during the fifth and sixth centuries. Because the surname

“Zhu” for people of Indian origin had already been established before

the fifth century, these people could be considered to be Indian. Indian

envoys were thought to have played an important role in the

diplomatic activities of Southeast Asian countries. Because “Indianisa-

tion” existed as the cultural background of Southeast Asian regions,

the diplomatic activities of Southeast Asian countries could be judged

to have been “Indianised.”

(5) After the Sui 隋 Dynasty, people with the surname “Zhu” did not often

appear in the dynastic histories. In archaeological materials from the

Tang 唐 Dynasty and onward, the same tendency was observed.
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